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グ
宮
殿
で
開
か
れ
た
。

七、

八、

画 二
十
名
以
内
と
し
、

え
る
こ
と
枕
な
っ
た
。

(
U
N
D
P
)
 

人
口
と
開
発
忙
関
す
る
議
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ソ
テ
ィ
と
国
連
開
発
計

の
肝
い
り
で
元
大
統
領
・
首
相
会
議
の
発
起
人
会
が
三
月

九
の
―
―
―
日
間
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
イ
ー
ン
の
ホ
ー
ス
バ
ー

福

田

元

首

相

が

召

集

ウ

イ

ー

ン

で

元

大

統

領

・

首
相
会
議
の
発
起
人
会
開
く

学
界
、

経
済
界
な
ど
か
ら
新
た
忙
権
威
者
を
理
事
忙
加

こ
れ
忙
伴
い
、

財
団
で
は

業

務

拡

大

に

伴

な

い

厚
生
・
外
務
・
農
林
水
産
の

三

省

共

管

に

さ
ら
忙
発
展
さ
せ
、

す
る
こ
と
と
し
、

得
た
の
で
、

lIC
な
っ
た
。

財
団
の
目
的
と
す
る
情
報
収
集
、

国
際
会
議
、

臣
の
所
管
下
忙
あ
っ
た
も
の
を
外
務
、

三
月
―
―
―
十
一

三
省
共
管
法
人
と
し
て
、

農
林
水
産
両
省
の
認
可
法
人
忙
拡
大

日
付
で
外
務
、

充
実
し
た
事
業
活
動
を
目
ざ
す
こ
と

「
寄
附
行
為
」

の
う
ち
埋
事
五
名
以
上
八
名
以
内

昨
年
二
月
十
日
設
立
さ
れ
、

調
査
研
究
事
業
を

農
林
水
産
両
大
臣
の
許
可
を

の
一
部
を
改
正
、

だ
っ
た
も
の
を
、

従
来
「
役
員
」

埋
事
十
五
名
以
上

か
つ
積
極
的
忙
展
開
す
る
た
め
従
来
、

胴
生
省
の
認
可
法
人
と
し
て
厚
生
大

専
門
家
の
派
遺
や
受
入
れ
事
業
等
を
広
範

一
年
を
経
過
し
た
が
、

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
は
、

切
ァ
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

満
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で、

第
二
回
の
打
合
わ
せ
会
議
は
五
月
十
九
、

ス
ト
ラ
リ
ア
、

二
十
の
両
日
忙
東
京
で
開
く
。

中

国

な

ど

の

代

表

忙

つ

い

て

も

参

加

を

交

渉

し

て

い

く

方

針

今
後
は
同
会
議
忙
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
タ
、

フ
ラ
ソ
ス
、

イ
タ
リ
ア
、

オ

ー

t
、
ィ

科
学
な
ど
の
世
界
的
権
威
十
五
名
を
選
考
し
て
あ
て
た
い
意
向
で
あ
る
。

ー
ソ
忙
は

P

R
の
専
門
家
十
人
、

諮
問
の
ブ
レ
ー
ソ
忙
は
政
治
、

経
済
、

文

い
て
具
休
的
政
策
を
検
討
し
、

実
施
す
る

II
こ
と
と
な
っ
た
。

広
報
の
プ
レ

二
分
科
会
を
設
け
、

会
議
全
体
の
効
果
的
運
営
、

II 
ヽ

〔
運
営
委
員
会

]
1
1
九
人
で
政
策
を
担
当
。

こ
の
中
忙
広
報
と
諮
問
の

目
的
達
成
へ
の
整
備
忙
つ

ボ
レ
ロ
前
コ

企
画
、

予
算
、

会
議
の
組
織
と
し
て
〔
実
行
委
員
会
〗

1
1

福
田
元
首
相
、

よ
う
な
挨
拶
と
説
明
を
し
、

議
長
忙
モ
ー
ス

U
N
D
P
事
務
局
長
を
任
命
。

ロ
ソ
ビ
ア
首
相
の
三
人
で
組
織
。

総
務
を
担
当

ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
氏
、

3

会
議
で
は
、

福
田
元
日
本
国
首
相
が
発
起
人
メ
ソ
バ
ー
を
紹
介
、

別
項
の

し
て
開
か
れ
た
。

了
首
相
ら
七
人
の
他
、

ヒ

ー

ス

前

英

国

首

相

も

オ

フ

サ

ー

ハ

ー

と

し

て

出

席

大
統
領
、

ブ
ル
ト
ラ
ソ
ト
前
ノ
ル
ウ
ェ
ー
首
相
夫
人
、

ア
ネ
ス
前
ル
ー
マ

二

ネ
カ
ル
大
統
領
、

ノ
ウ
ラ
ー
前
チ
ュ

ニ
ジ
ア
首
相
、

ボ
レ
ロ
前
コ
ロ
ン
ビ
ア

ッ
ト
前
西
独
首
相
、

ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
前
国
連
事
務
総
長
、

セ
ソ
ゴ
ー
ル
前
セ

人
会
は
、

日
本
の
福
田
赳
夫
元
首
相
が
召
集
者
と
な
り
、

の
た
め
忙
協

発
起
人
の
ジ
ュ
ミ

本
会
議
は
一
九
八
四
年
五
月
忙
二
十
人
を
召
集
し
て
開
か
れ
る
が
、

発
起

議
を
し
、

貢
献
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

忙
幅
広
い
経
験
と
識
見
を
有
す
る
人
た
ち
が
集
っ
て

II

乎
和
“

る
た
め
、

か

つ

て

そ

れ

ぞ

れ

の

国

の

最

高

指

導

者

と

し

て

内

外

の

政

治

運

営

こ
の
会
議
は
、

世

界

を

覆

っ

て

い

る

政

治

的

、

経

済

的

不

安

を

克

服

す



治
的
側
面
か
ら
で
あ
り
、

も

う

つ
は
経
済
的
側
面
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

当
面
の
柑
界
情
勢
陀
つ
い
て
、

私
は
大
変
憂
慮
し
て
い
ま
す
。

―
つ
は
政

皆
さ
ん
、

忙
対
し
、

妓

IiC
改
め
て
心
か
ら
の
感
謝
の
辞
を
申
し
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
U
N
D
 

ま
た

地
忙
於
て
、

こ
の
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
忙
な
り
ま
し
た
。

「
人
口
と
開
発
」

尽
力
さ
れ
、

そ
の
御
配
慮
忙

さ
ら
忙
こ
の
設
立
委
員
会
の
開
催
忙
関
し
て
終
始
情
熱
を
も
っ

て
支
援
し
強
力
忙
推
進
し
て
下
さ
っ
た
国
連
開
発
計
画
事
務
局
長

P
の

A
D
M
I
N
I
S
T
R
A
T
O
R
)
ブ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ト
・
モ
ー
ス
氏

忙
関
す
る
ク
ロ
ー
バ
ル
・

コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
創
設
忙

対
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

し
て
は
、

本
構
想
の
最
初
の
段
階
か
ら
、

特
別
な
御
配
慮
を
頂
き
、

今
日
当

更
忙
、

前
国
連
事
務
総
長
で
あ
ら
れ
た
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
博
士
忙
於
か
れ
ま

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
生
す
。

ス
キ
ー
首
相
並
び
忙
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
政
府
の
各
位
忙
対
し
深
甚
な
る
謝
意
と

な
お
、

こ
の
設
立
委
員
会
の
開
催
を
快
く
お
引
受
け
下
さ
っ
た
、

ク
ラ
イ

妓
忙
衷
心
よ
り
深
い
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

期
陀
‘

皆
様
方
忙
は
、

何
か
と
、

又
こ
の
大
変
寒
い
時

元
老
会
議
の
設
立
委
員
会
を
開
催
す
る
忙
あ
た
り
、

御
挨
拶
申
し

上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と
は
私
の
光
栄
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

夫
々
の
国
で
、

国
政
最
高
の
責
任
を
担
っ
て
来
ら
れ
た
世
界
的
指
導
者
の

御
多
用
の
折
沢
も
拘
ら
ず
、

遥
々
ウ
イ
ー
ン
忙
ま
で
御
光
臨
頂
き
ま
し
て
詢
忙
光
栄
陀
存
じ
生
す
。

本
日
、

御
列
席
の
皆
さ
ん
、

三
月
七
日
、

相
会
議
発
起
人
会
で
行
な
っ
た
福
田
赳
夫
ク
ロ
ー
ハ
ル
・

の
挨
拶
次
の
通
り
。

コ
ミ
ッ
テ
ィ
会
長

ウ
イ
ー
ン
・
ホ
フ
フ
ル
ク
王
宮
で
開
か
れ
た
元
大
統
領
・
首

福

田

• 

元

首

相

挨

拶
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を

九
三

0
年
代
、

正
忙
今
日
の
世
界
経
済
は
同
時
不
況
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
て
い
庄
す
。

を
超
え
、

今
や
、

―
二

0
0
万
人
、

ア
メ
リ
カ
よ
り
さ
ら
忙
悪
く
、石

油
ジ
ョ
ッ
ク
以
降
、

加
え
て
、

こ
の
状
態

つ
ま
り
第
二
次
但
界
大
戦
直
前
の
様
相
忙
な
ぞ
ら
え
る

国
際
金
融
面
で
警
戒
水
準
を
超
え
る
国
が
続
出
し
よ
う
と

支
は
窮
迫
し
、

債
務
は
急
増
し
て
、

そ
の
累
積
額
は
実

Irc
六

0
0
0
億

ト

ル

こ
れ
ら
の
国
の
多
く
は
イ
ソ
フ
レ
と
不
況
忙
悩
ま
さ
れ
、

国
際
収

最
も
注
意
す
べ
き
は
発
展
途
上
国
の
状
態
で
す
。

戦
後
最
悪
の
事
態
忙
当
面
し
て
い
ま
す
。

l

コ
ッ
パ
の
国
々

i
‘
，
 

ヨ

ー

殆
ん
ど
の
国
が
、

そ
の
率
一

0
•

五
％
と
い
う
異
常
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。

の
の
、

金
利
は
下
げ
悩
み
、

経
済
は
沈
滞
し
、

失

業

者

は

世
界
経
済
の
立
役
者
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
イ
ソ
フ
レ
抑
制
忙
成
功
し
た
も

気
味
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
反
面
、

更
Ire 

-5-

末
点
が
ど
こ
忙
落
ち
つ
く
こ
と

ltC
な
る
で
あ
り
生
し
ょ
う
か
、

備
の
拡
大
で
あ
り
ま
す
。

軍
備
を
互
忙
競
争
的
忙
拡
大
す
る
結
果
、

世
界
平
和
は
こ
の
よ
う
忙
政
治
面
の
不
安

Irc
脅
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

深
刻
な
問
題
は
世
界
経
済
の
動
向
で
す
。

ま
こ
と
忙
不

そ
の
終

東
西
関
係
の
中
で
最
近
最
も
象
徴
的
な
動
ぎ
は
、

各
地
で
の
憂
ふ
べ
ぎ
事
態
は
こ
の
よ
う
な
東
西
関
係
緊
張
の
中
の
吹
出
物
と

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

そ
の
同
じ
図
式
の
中
味
忙
は
時
代
忙
よ
り
変
化
が
あ
り
ま
す
。
東
西
緊
張
の

の
エ
チ
オ
ピ
ア
、

緩
和
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
ソ
コ
ラ
な
ど
ア
フ
リ
カ
各
地
で
、

ア
フ
カ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
中
東
各
地
で
、

も
見
る
べ
誉
で
し
ょ
う
。

又
南
イ
エ
ー
メ
ソ
や

東
西
間
で
の
競
争
的
軍

さ
ら
忙
は
カ
ン
ポ
ジ
ャ
な
ど
ア
ジ
ア

念
な
が
ら
緊
張
の
時
期
と
申
す
べ
ぎ
で
し
ょ
う
。

一
九
七

0
年
代
半
ば
以
降

高
潮
の
時
期
も
あ
れ
ば
、

そ
し
て
今
日
は
残

動
い
て
参
り
ま
し
た
。

今
日
も
そ
れ
忙
変
り
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
、

世
界
政
治
は
戦
後
東
西
構
造
と
い
う
図
式
で



で
す
。

わ

れ

わ

れ

は

わ

れ

わ

れ

の

前

途

陀

横

た

わ

る

別

の

次

元

の

大

ぎ

な

障

わ
れ
わ
れ
が
、

わ
れ

わ
れ
わ
れ
は
当
面
の
事
態
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

然
し
、

皆
さ
ん
、

点

ltC
あ
る
と
思
い
ま
す
。

治
的
絆
済
的
不
安
を
克
服
し
、

こ
の

か
く
て
、

今
日
、

世

界

政

治

の

最

大

の

課

題

は

当

面

す

る

但

界

を

覆

う

政

勢
忙
つ
い
て
、

こ
の
こ
と
が
、

不
測
の
事
態
が
更
忙
不
測
の
事
態
を
招
ぎ
、

遂

IIC
は
世
界

こ
の
よ
う
な
政
治
面
や
経
済
面
の
不
安
が
、

相
絡
み
、

甘
も
才

以
上
、

こ
と
必
至
と
思
い
ま
す
。

れ
は
や
が
て
社
会
不
安
と
な
り
、

遂

忙

は

政

治

的

悲

劇

忙

つ

な

が

っ

て

行

く

は
平
和
の
敵
で
あ
り
生
す
。

経
済
不
安
の
中
か
ら
何
が
起
っ
て
来
る
か
、

そ

ち
は
断
じ
て
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
信
じ
ま
す
。

こ
の
不
幸
な
歴
史
は
繰
り
返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

々
忙
は
社
会
不
安
が
醸
し
出
さ
れ
た
の
で
す
。

そ

の

た

め

不

況

は

さ

ら

Ire
深
刻
と
な
り
、

国

国
々
は
そ
の
協
力
と
協
調
の
途
を
撰
ば
ず
、

世
界
各
国
の
協
力
協
調
以
外
忙
途
は
な
か
っ
た
よ
う
忙
思
い
ま
す
。

だ
が
、

一
九
二
九
年
、

し
ま
し
た
。

こ
の
事
態
忙
対
処
し
、

ズ
ム
を
も
っ
て
し
た
の
で
す
。

個
々
の
国
で
も
、

げ
生
し
た
が
、

つ
れ
合
う
と
誉
、

世
界
全
体
と
し
て
も
、

的
大
混
乱

ItC
発
展
す
る
惧
れ
な
し
と
せ
ず
、

逆

陀

保

護

主

義

・

ナ

ジ

ョ

ナ

リ

こ

の

深

刻

な

不

況

と

社

会

不

安
か
ら
の
脱
出
の
あ
え
ぎ
が
遂
忙
世
界
大
戦
へ
と
展
開
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
―
―

-
0
年

代

の

過

長

期

忙

わ

た

る

経

済

不

安

こ

そ

私

は

今

日

の

世

界

情

勢

liC
つ

い

て

の

私

の

見

解

を

簡

単

liC
申
し
上

私
の
最
も
懸
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

当

面

の

世

界

情

以
て
世
界
平
和
を
譲
り
抜
く
こ
と
、

今
日
の
こ
の
事
態
を
無
事
忙
乗
り
越
え
た
と
し
て
も
、

わ

れ

の

将

来

が

永

き

忙

亘

っ

て

平

和

で

豊

か

で

あ

る

と

い

う

保

証

は

な

い

の

不

況

か

ら

の

脱

出

を

図

る

た

め

IIC
は
、

ア

メ

リ

カ

の

恐

慌

陀

端

を

発

し

た

不

況

は

全

世

界

Ire
波

及

者
が
あ
り
ま
す
が
、

私
も
そ
の
よ
う
忙
思
い
ま
す
。

-6-



達
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

へ
と
急
増
し
ま
し
た
。

さ
ら
忙
、

今
世
紀
末
を
展
望
す
る
と
六
十
二
億
人

IiC

一
九
六

0
年
生
で
の
三
十
年
間
陀
三
十
億
人
と
な
り
、

今
日
、

あ
り
生
す
。

忙
な
る
ま
で
百
年
を
要
し
ま
し
た
。

一
九
三

0
年
の
二
十
億
人

四
十
四
億
人

‘̀‘ 

と
こ
，
っ
カ

そ
れ
が
、

そ
れ
か
ら
、

一
八
三

0
年
忙
十
億
人
だ
っ
た
柑
界
人
口
ぱ
、

題
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
資
源
環
境
の
使
い
手
で
あ
る
世
界
人
口
の
急
増
で

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
対
応
を
複
雑
忙
し
、

且
つ
困
難
忙
し
て
い
る
問

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
変
化
の
時
代
へ
の
対
応
を
慎
重
且
つ
大
胆
忙
進
め
な
け

人
類
は
重
大
な
転
機
、

れ
る
こ
と

ItC
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

正
忙
資
源
環
境
有
限
時
代
の
到
来
で
す
。

深
刻
な
変
化
の
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

は
一
段
と
悪
化
す
る
で
し
ょ
う
。

環
境
は
実
は
無
限
で
な
く
、

有
限
で
あ
る
と
の
冷
厳
な
現
実
の
前
忙
立
た
さ

わ
れ
わ
れ
人
類
の
生
存
の
た
め
の
資
源
や

地
球
か
ら
消
え
去
る
で
あ
ろ
う
し
、

又
わ
れ
わ
れ
生
存
の
た
め
の
自
然
環
境

す
る
と
ぎ
、

わ
れ
わ
れ
の
生
存
忙
必
要
な
資
源
の
か
な
り
の
部
分
が
、

こ
の

れ
ヽ

自
然
環
境
は
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

迫
り
来
っ
た
新
し
い
世
紀
を
展
望

地
球
上
の
貴
重
な
資
源
は
喰
い
荒
さ

済
の
繁
栄
ー
ー
ー
こ
の
経
済
繁
栄
忙
支
え
ら
れ
た
先
進
諸
国
を
中
心
と
す
る
大

そ
れ
が
、

よ
う
な
こ
と
は
夢
忙
も
考
え
る
こ
と
な
く
暮
し
て
今
日
忙
至
り
ま
し
た
。

ど
う
で
し
ょ
う
。

戦
後
打
ち
つ
ゞ
く
世
界
乎
和

戦
乱
も
あ
っ
た
が
）

I

そ
の
平
和
と
科
学
技
術
の
進
歩
忙
支
え
ら
れ
た
経

量
消
費
社
会
の
出
現
ー
ー
|
そ
の
結
果
、

（
局
地
的
忙
は

源
環
境
は
無
限
で
あ
り
無
尽
蔵
で
あ
り
、

そ
れ
ら
忙
不
安
が
生
じ
る
と
い
う

人
類
は
こ
の
地
球
忙
住
み
つ
い
て
以
来
、

わ
れ
わ
れ
の
生
存
忙
必
要
な
資

命
的
、

構
造
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
も
の
で
す
。

そ
れ
は
当
面
す
る
世
界
情
勢
よ
り
も
、

も
っ
と
根
の
深
い
宿

人
類
は
じ
ま
っ
て
以
来
は
じ
め
て
経
験
す
る
、

し
か
も
、

対
処
し
難
い
厄
介

害
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
の
障
害
は
、

わ

れ

わ
れ

が
ヽ
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何
卒
よ
ろ
し
く
御
協
議
下
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今

後

も

本

構

想

は

こ

の

両

こ
の
重
大
な
時
期
忙
臨
み
、

嘗

て

夫

々

の

国

の

最

高

指

導

世

界

平

和

の

た

め

大

き

な

貢

献

と

な

る

こ

と

4

信

こ
の
構
想
は
人
口
と
開
発
忙
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

開
発
計
画
の
協
力
忙
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

機
関
の
協
力
の
下
忙
進
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

忙
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

コ
ミ
ッ
テ
ィ
と
国
連

こ

の

機

会

忙

両

機

関

の

各

位

じ
ま
す
。

冗、

冗
首
相
会
議
が
提
唱
さ
れ
る
忙
至
っ
た
所
以
で
あ
り
ま
す
。

っ
て
協
議
す
る
こ
と
は
、

者
と
し
て
内
外
の
政
治
運
営
忙
幅
広
い
経
験
と
見
識
を
有
す
る
者
が
、

相
集

然
し
な
が
ら
、

りヽ

個
別
的
軍
縮
協
議
然
り
、

等
々
°

す
。

先
進
七
ヶ
国
首
脳
会
議
然
り
、

南
北
サ
ミ
ッ
ト
然
り
、

世

界

乎

和

の

た

め

懸

命

の

努

力

を

し

て

い

る

こ

と

＼

思

い

ま

こ

の

よ

う

な

情

勢

を

前

ltC
し
て
、

場
旅
立
っ
て
、

国

連

各

機

関

然

世
界
指
導
者
達
は
そ
の
持
ち
場
、

立
ち

皆
さ
ん
、

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

忙
あ
り
、

世

界

政

治

の

責

任

は

極

め

て

重

大

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

強

調

し

治

の

最

大

の

課

題

は

危

機

忙

頻

し

た

世

界

乎

和

を

如

何

忙

し

て

譲

り

抜

く

か

ら
、

こ
れ
以
上
深
入
り
す
る
こ
と
を
避
け
ま
す
が
、

佳
一
点
、ヽ

nu. 

今

日

世

界

政

こ
の
場
は
、

そ

れ

ら

へ

の

対

応

の

具

体

策

を

論

ず

る

場

で

は

あ

り

主

せ

ん

か

応
の
問
題
点
忙
つ
い
て
、

以
上
私
は
、

果

し

て

こ

の

急

増

す

る

人

口

の

重

「
人
口
と
開
発
」

当
面
す
る
柑
界
政
治
経
済
の
危
機
と
、

二

十

一

世

紀

へ

の

対

私
見
の
一
端
を
披
露
し
生
し
た
。

固
よ
り
今
日
の

皆
さ
ん
、

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

こ

の

激

動

と

も

申

す

べ

き

変

化

の

時

代

へ

の

対

応

の

主

軸

と

し

て

取

り

上

げ

荷
忙
応
じ
得
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

く
て

7ヽカ

の
課
題
が
、

資
源
環
境
有
限
時
代
の
こ
の
地
球
が
、
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な
か
っ
た
も
の
の
、

こ

の

イ

ニ

ツ

ア

テ

ィ

ヴ

忙

参

加

す

る

こ

と

IiC
同
意
し
、

こ
の
第
一
回
会
合
の
結
論
を
支
持
し
た
。

相
で
あ
つ

た

’‘ 

八/

4人

I 
卜

． 
シノ

ュ
ミ
ッ
ト
博
士
が
、

今

次

会

合

忙

参

加

で

き

上
記
忙
加
え
、

一
九
七
四
年

1
一
九
八
二
年
の
間
ト
イ
ツ
連
邦
共
和
国
首

一
九
七
二
年

1
一
九
八
一
年
の
間

国

連

事

務

総

長

ク
ル
ト
・

ワ
ル
ト
ハ
イ
ム

一
九
六

0
年

1
一
九
八

0
年

の

間

セ
ネ
カ
ル
共
和
国
大
統
領

レ
オ
ポ
ル
ド
・

セ
ダ
ー
ル
・

サ

ン／

ゴ

I 
jし

一
九
七

0
年

1
l
九

七

四

年

の

間

コ

ロ
ン
ビ
ア
大
統
領

、
サ
ェ
ル
・
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
・
ホ
レ
ロ

一
九
七

0
年

1
一
九
八

0
年

の

間

チ
ュ

ニ
ジ
ア
首
相

エ
デ
ィ
・

ヌ
イ
ラ

JI, 

I 
マ

一
九
七
六
年

1
一
九
七
八
年
の
間

福

田

赳

夫

参
加
者
は
次
の
と
お
り
。

元

大

統

領

・

首

相

会

議

発

起

人

会

で

採

択

し

た

コ

ミ

ュ

世

界

の

平

和

及

び

発

展

忙

関

す

る

行

動

の

推

進

Ire
貢
献
す
る
た
め
、

国
際
的
イ
ニ
ツ
ア
テ
イ
ヴ
を
と
る
こ
と
を
開
始
し
た
。

そ

れ

ぞ

れ

の

国

忙

お

い

て

国

家

元

首

な

い

し

首

相

と

し

て

最

高

責

任

者

の

こ
の
イ
ニ
ジ
ア
テ
イ
ヴ
を
開
始
す
る
た
め
、

口
と
開
発
忙
関
す
る
世
界
議
員
委
員
会
の
議
長
で
あ
る
福
田
赳
夫
氏
と
、

連
開
発
計
画
事
務
局
長
プ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ト
・

よ
り
集
っ
た
。

マ
ネ
ア
・

マ
ネ
ス
ク

一
九
七
四
年

1
一
九
七
九
年
の
間

モ

ー

ス

氏

の

共

同

の

招

待

Ire

日

本

国

総

埋

大

臣

ニ
ア
社
会
十
義
共
和
国
首
相 国

地
位
を
占
め
た
参
加
者
が
、

人

ャ、
’,＂` 

プ

「
ウ
イ
ー
ン

Ire
集
っ
た
先
進
国
及
び
開
発
途
上
国
双
方
の
政
治
家
の
グ
ル
ー

コ

ー、

ュ

ヶ

―
ヶ
は
次
の
通
り
。
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‘、、

る
カ

基
本
的
忙
は
世
界
の
発
展
忙
関
連
す
る
主
要
問
題
忙
対
す
る
行
動
を

れ
て
い
る
分
析
及
び
既
忙
行
わ
れ
て
い
る
努
力
の
上
忙
と
ら
れ
る
べ
ぎ
で
あ

な
い
。
従
っ
て
、

イ
ニ
ツ
ア
テ
ィ
ヴ
は
、

‘
`
‘
‘
 

行
わ
れ
て
し
る
カ

未
だ
政
治
的
決
定
な
い
し
効
果
的
行
動
と
は
な
っ
て
い

る
た
め
の
多
く
の
努
力
が
現
実
忙
は
わ
ず
か
の
進
展
し
か
も
た
ら
さ
な
か
っ

た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
従
っ
て
、

開
発
途
上
国
、

わ
ず
全
て
の
諸
国

Ire
と
り
共
通
の
関
心
の
あ
る
最
重
要
か
つ
緊
急
の
問
題
と

要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

す
る
と
こ
ろ
と
そ
の
機
会
忙
対
し
イ
ニ
ツ
ア
テ
ィ
ヴ
を
集
中
す
る
所
存
で
あ

世
界
の
発
展
の
問
題
忙
関
し
て
数
多
く
の
国
際
会
議
、

先
進
国
を
問

国
際
連
合
そ
の
他
で
既
忙
実
施
さ

研
究
及
び
決
議
が

る
。

諸
国
間
忙
お
け
る
国
際
的
な
相
互
依
存
の
意
味

し
て
、

世
界
の
平
和
と
発
展
を
促
進
す
る
た
め
忙
新
し
い
方
法
と
戦
略
が
必

我
々
は
、

し
維
持
す
る
こ
と
が
明
ら
か
忙
必
要
で
あ
る
。

我
々
は
発
展
の
大
義
を
進
め

の
世
界
情
勢
の
緊
張
と
不
確
実
性
の
時
期
忙
お
け
る
諸
国
間
の
協
力
を
助
長

多
く
の
国
の
世
論
が
当
面
の
国
内
問
題
忙
目
を
奪
わ
れ
て
い
る
今
日
、

こ

緊
急
忙
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

世
界
の
発
展
忙
関
す
る
主
要
問
題
忙
関
す
る
協
調
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
が

イ
ニ
ジ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
る
こ
と
胚
決
定
し
た
。

治
・
経
済
上
の
困
難
及
び
国
際
社
会
の
直
面
す
る
不
均
衡
、

並
び
忙
そ
の
結

果
生
じ
る
経
済
的
・
社
会
的
進
歩
及
び
世
界
平
和
忙
対
す
る
脅
威
を
検
討
し
、

結
果
、

我
々
は
、

深
刻
な
政

ば
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
柑
界
情
勢

IIC
対
す
る
深
刻
な
懸
念
を
有
し
て
い
る

「
我
々
は
、

現
下
の
世
界
情
勢
、

ま
た
効
果
的
な
国
際
的
行
動
が
な
け
れ

今
次
会
合
の
終
了
忙
あ
た
り
、

参
加
者
は
下
記
コ
ミ
ュ

最
近
の
作
業
の
結
論
の
概
略
を
説
明
し
た
。

委
員
会
、

通
称
プ
ラ
ン
ト
委
員
会
の
メ
ソ
バ
ー
と
し
て
、

ト
・
ヒ
ー
ス
氏
は
、

今
次
会
合
妬
出
席
し
、

国
際
開
発
問
題
忙
関
す
る
独
立

同
委
員
会
の
極
＜

ニ
ケ
を
採
択
し
た
。

一
九
七

0
年
か
ら
一
九
七
四
年
の
間
連
合
王
国
首
相
で
あ
っ
た
エ
ト
ワ
ー
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及
び
開
発
途
上
国
の
政
府

IiC
対
し
、

ッ
ツ
ョ
ン
を
数
次
忙
わ
た
り
派
遣
す
る
こ
と
忙
よ
り
、

ら
生
ま
れ
る
提
案
を
直
接
伝
達
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
イ
ニ
ツ
ア
テ
ィ
ヴ
か

会
合
参
加
者
忙
よ
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
・

創
造
的
方
法
を
探
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
、

我
々
は
、

主
要
工
業
国

提
案
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

我
々
は
、

特
忙
、

実
的
な
行
動
路
線
を
提
案
し
、

ま
た
、

こ
の
イ
ニ
ツ
ア
テ
イ
ヴ
を
通
じ
て
、

各
国
政
府
、

諸
機
関
及
び
世
論
を
こ

の
イ
ニ
ツ
了
テ
ィ
ヴ
を
支
持
す
る
よ
う
陀
仕
向
け
動
員
す
る
方
法
忙
つ
い
て

意
思
疎
通
と
説
得
の
た
め
の

我
々
は
、

特
定
の
問
題
胚
つ
い
て
現

た

゜
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

報
道
機
関
が
、

こ
の
イ
ニ
ツ
ア
テ
ィ
ヴ
忙
適
切

忙
参
加
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
よ
う
措
置
を
と
る
こ
と

Ire
つ
い
て
も
合
意
し

と
す
る
。
我
々
は
、

諸
政
府
の
行
動
力
が
、

世
論
の
理
解
及
び
支
持

IIC
か
か

関
の
著
名
な
る
人
物
の
非
公
式
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
忙
よ
り
補
完
さ
れ
る
も
の

こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、

世
界
の
政
治
、

知
識
層
、

実
業
界
及
び
非
政
府
機

和
と
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
提
案
及
び
努
力
忙
適
切
忙
結
び
つ
け
ら
れ
る

こ
の
長
老
政
治
家
の
ク
ル
ー
プ
は
、

ま
た
、

点
を
あ
て
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

今
次
会
合
を
通
じ
て
、

尻
二

0
人
な
い
し
二
五
人
の
世
界
中
の
元
国
家
元
首
及
び
首
相
を
招
集
し
、

を
構
成
す
る
こ
と
と
し
た
。

要
問
題
忙
関
す
る
最
高
レ
ベ
ル
忙
お
け
る
国
際
的
対
話
を
強
化
・
拡
大
し
、

事
務
総
長
の
ク
ル
ト
・

局
長
匠
指
名
し
た
。

進
歩
が
可
能
な
主
要
問
題
を
明
ら
か
忙
す
る
こ
と
と
す
る
。

我
々
は
前
国
連

こ
れ
忙
よ
っ
て
、

世
界
の
発
展
忙
関
連
す
る
主

ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
博
士
を
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
議
長
忙
‘

フ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
モ
ー
ス
氏
を
こ
の
イ
ニ
ツ
ア
テ
ィ
ヴ
の
事
務

全
世
界
を
通
じ
乎

反
省
、

協
議
及
び
行
動
の
継
続
的
過
程
を
方
向
付
け
る
た
め
の
行
動
委
員
会

別
な
手
段

Ire
つ
き
決
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
。

我
々
は
、

刺
激
し
、

一
九
八
三
年
後
半

我
々
は
イ
ニ
ツ
ア
テ
イ
ヴ
を
開
始
す
る
た
め
の
特

発
展
忙
関
す
る
態
度
お
よ
び
概
念
の
変
革
を
促
進
す
る
こ
と
忙
焦
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イ
ヴ
の
成
功
を
願
っ
て
い
る
旨
を
伝
え
た
。
」

い
る
こ
と
を
強
調
し
、

オ

ー

ス

ト

リ

ア

政

府

並

び

忙

国

民

が

本

イ

ニ

ツ

ア

テ

オ

ー

ス

ト

リ

ア

首

脳

は

オ

ー

ス

ト

リ

ア

が

世

界

の

発

展

の

問

題

を

重

視

し

て

こ
れ
ら

ジ
ュ
レ
ー
ガ
ー
、

た
諸
問
題
の
う
ち
、

び

先

進

国

の

間

の

交

易

条

件

及

び

保

護

主

義

の

影

櫛

。

へ

の

資

源

の

消

費

が

世

界

の

発

展

の

見

迪

し

忙

与

え

る

否

定

的

効

果

。

早
期
発
足
を
確
保
す
る
た
め
、

ェ

ネ

ル

ギ

ー

の

供

給

可

能

性

及

び

開

発

忙

の
少
人
数
の
執
行
委
員
会
を
作
り
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
大
統
領
、

キ

ー

首

相

及

び

ヴ

ィ

リ

ー

バ

ル

ト

・

パ

ー

ル

外

相

と

会

見

し

た

が

、

ブ
ル
ー
ノ
・

ク
ラ
イ
ス

ウ
イ
ー
ン

IiC
お
け
る
今
次
会
合
の
間
忙
、

参

加

者

は

ル

ト

ル

フ

・

キ

ル

ヒ

る

た

め

の

特

別

拠

出

金

を

以

っ

て

充

て

る

こ

と

lrc
合
意
し
た
。

予

算

は

本

イ

ニ

シ

ア

テ

イ

ヴ

を

支

持

す

更
忙
‘

我
々
は
、

準

備

を

指

揮

す

る

た

め

決

陀

重

要

な

役

割

を

果

た

し

う

る

も

の

と

考

え

る

。

我
々
は
、

夜
た
、

国

際

連

合

諸

機

関

は

人

類

の

直

面

す

る

主

要

問

題

の

解

対

す

る

全

般

的

か

っ

長

期

的

制

約

と

の

関

係

で

有

す

る

意

味

合

い

。

さ
れ
る
人
口
増
加
が
食
糧
供
給
、

予
想

上

国

へ

の

譲

与

的

及

び

非

譲

与

的

な

資

源

の

流

れ

の

減

少

。

現

在

の

先

進

国

開

発

途

上

国

及

軍

備

競

争

及

び

軍

備

貨

制

度

の

不

均

衡

及

び

不

安

定

並

び

忙

開

発

途

上

国

の

対

外

債

務

。

開

発

途

及

び

開

発

途

上

国

忙

お

け

る

経

済

活

動

及

び

雇

用

レ

ヘ

ル

の

低

下

。

国

際

通

下
記
の
諸
点
が
特
忙
重
要
と
さ
れ
た
。

作

成

す

べ

き

主

要

問

題

陀

つ

い

て

最

初

の

意

見

交

換

を

行

っ

た

。

提

起

さ

れ

我
々
は
、

ま
た
、

ク

ル

ー

プ

の

本

会

合

が

行

動

Ire
関

す

る

提

案

を

緊

急

胚
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1. 

員

理

事

会

l

地
城
議
員
活
動
忙
積
極
的
忙
取
り
組
む
よ
う
選
ば
れ

〔
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
組
織
〕

を
含
む
他
の
国
際
機
関
よ
り
援
助
を
得
て
い
る
。

そ
の
後
は
、

(
U
 

ヽ

日

グ
ロ
ー
ハ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
ヘ
の
最
初
の
資
金
援
助
は
、

〔
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
資
金
〕

な
る
よ
う
な
可
能
性
を
も
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
出
す
こ
と
。

っJ

又、

地
城
議
員
グ
ル
ー
プ
間
で
協
同
す
る
こ
と
。

2

で

ぎ

る

だ

け

多

く

の

国

で

、

人
口
と
開
発
尻
関
す
る
議
員
グ
ル
ー
プ
の

よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
。

ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
タ
ー
が
こ
の
間
題
を
研
究
し
、

形
成
を
促
進
し
、

国
毎
及
び
地
域
議
員
の
活
動
を
援
助
し
、

(
U
N
D
P
)
 

国
際
家
族
計
画
連
盟

本
の
民
間
援
助
機
関
よ
り
拠
出
さ
れ
た
。

N
I
C
E
F
)
 

考
え
や
情
報
を
交
換
す
る

そ
の
履
行
の
為

lrc
資
金
源
と

(
I
P
P
F
)
 

国
連
開
発
計
画

及
び
ア
メ
リ
カ
、

国
連
児
童
基
金

た
大
陸
を
代
表
す
る
合
計
一
三
人
の
元
並
び
忙
現
議

名
誉
後
援
者
ー
l
|
過
去
の
業
績
並
び
忙
知
名
度
忙
枯
づ
ぎ
個
人
と
し
て

ー

人
口
と
開
発
は
、

地
球
的
な
問
題
と
係
わ
り
が
あ
る
の
で
、

世
界
の
オ

〔
グ
ロ
—
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
意
図
〕

議
員
は
、

政
府
と
国
民
を
結
び
つ
け
る
重
要
な
掛
橋
で
あ
る
。

任
が
あ
る
。

国
民
の
要
求
胚
敏
感
で
あ
り
、

又、

政
府
を
正
し
い
方
向
忙
導
い
て
い
く
責

議
員
は
国
民
の
代
表
と
し
て
、

国
民
忙
よ
っ
て
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

〔
議
員
の
重
要
性
の
理
由
〕

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
と
は
何
か
？

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー

人
口
と
開
発
に
関
す
る
議
員
の

-13-



9i 
1. 
〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕

ー
‘、 ？

 
9
i
 

ー ＆
 
2
 

開

催

予

定

プ

ラ

ジ

ル

忙

て

開

催

二

ュ
ー
デ
リ
ー
忙
て 又、

発

表

さ

れ

る

よ

う

取

り

決

め

ら

れ

て

い

る

。

ジ
ル
と
緊
密
な
関
係
を
持
ち
、

そ

れ

ぞ

れ

の

機

関

誌

忙

議

員

‘̀ 

ュ
ー
ス
カ

U
N
D
P
、

非

公

式

の

タ

ス

ク

フ

ォ

ー

ス

を

通

じ

、

流
さ
れ
る
。

ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
活
動
陀
関
す
る
情
報
は
、

国

連

広

報

情

報

部

の

非

政

府

機

関

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ

、

ゞ

ゞクヽ

式
ク
ル
ー
プ
で
、

レ
ー
シ
ョ
ン
・

カ

ウ

ン

シ

ル

の

代

表

よ

り

成

る

非

公

会

異

な

る

分

野

、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

U
N
D
P
内
忙
置
き
、

忙
事
務
所
を
置
く
。

ク
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
ー
—
ー
国
連
人
口
活
動
基
金

U
N
I
C
E
F
、

〔

国

連

及

ぴ

他

の

機

関

と

の

関

係

〕

国
連
大
学
、

国
連
大
学
、

ム
忙
技
術
援
助
を
与
え
る
。

I
P
P
F
及
び
ポ
ピ

ラ
ム
の
第
一
回
会
議
、

本

部

は

外

交

等

の

専

門

家

顧

問

選

ば

れ

た

政

府

の

元

元

首

ヽ

ド
。
ヒ,'
 

ュ

常

任

埋

事

も

同

場

所

(
U
N
F
P
A
)
 

U
N
I
C
E
F
の

客

員

と

し

て

の

地

位

も

有

す

る

。

U
N
F
P
A
、

す
な
わ
ち
メ
デ
ィ
ア
、

U
N
D
P
、

I
P
P
F
、

必

要

忙

応

じ

会

議

及

び

プ

ロ

ク

ラ

そ

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

忙

よ

り

U
N
I
C
E
F
、

ュ
レ
ー
ジ
ョ
ソ
•

カ
ウ
ン

ク

ロ

ー

バ

ル

コ

ミ

ッ

テ

ィ

ー

は

類

似

の

グ

ル

ー

プ

と

連

絡

を

持

ち

、

そ

の

よ

う

な

ク

ル

ー

プ

と

共

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

陀

参

加

す

る

こ

と

も

あ

る

。

一

九

八

二

年

―

二

月

人

口

と

開

発

忙

関

す

る

四

半

球

議

員

会

議

、

一
九
八
三
年
―

0
月

i

人

口

と

開

発

ltC
関

す

る

了

ジ

ア

議

員

フ

ォ

ー

商
業
、

学
究
、
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つ
の
最
終
目
標
し
か
な
い

I

す
な
わ
ち
、

平

和

の

実

工

ヘ

レ

ス

ト

山

liC
は

つ
の
頂
上
し
か
な
い
よ
う
陀
‘

ク
ロ
ー
バ
ル
コ

〔
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
最
終
目
標
〕

忙
は
係
ら
な
い
。

を
目
差
し
た
ク
ル
ー
プ
で
あ
る
。

そ
し
て
、

＆
 

グ
ロ
ー
ハ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
は
、

忙
よ
り
準
備
が
な
さ
れ
る
。

同
時

Ire
、

ロ
ク
ラ
ム
執
行
組
織
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、

議
員
が

る
分
野
の
専
門
家
よ
り
の
初
め
て
の
ク
ル
ー
プ
化
で
あ
り
、

2
 

t
す
6

ヽ

こ
j

!

世
界
の
議
員
の
リ
ー
タ
ー
、

ク
ラ
ム
執
行
組
織
と
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
。

で
も
な
い
。

地
城
議
員
グ
ル
ー
プ
の
連
絡
組
織
で
あ
り
、

国
際
的
な
プ
ロ

1. 
〔
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
の
独
自
性
〕

調
壺
も
請
け
負
う
。

忙
よ
り
研
究
・
評
価
、

す

な

わ

ち

人

口

と

開

発

忙

影

智

を

及

庫

す

法

律

の

再

フ
ィ
ー
ル
ド
を
訪
れ
る
議
員
の
研
究
ミ
ッ
ジ
ョ
ン
を
組
織
す
る
。

又、

要
請

ク
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
は
、

開

発

途

上

国

の

人

ロ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

只
5

リ
カ
議
員
会
議

一
九
八
四
年

i
~

国
連
世
界
人
口
会
議
と
関
連
し
て
、

グ

ロ

ー

バ

ル

コ

ミ

ッ

テ

ィ

ー

は

援

助

機

関

で

も

プ

ロ

グ

ラ

ム

執

行

組

織

あ
る
国
を
訪
問
す
る
場
合
、

(
U
N
F
P
A
)
 

が
各
家
族
計
画
事
務
所
胚
手
配
の
援
助
を
す
る
よ
う
指
示
を
与
え
る
。

軍
備
縮
少
等
）

ッ
テ
ィ
ー
忙
も
只
一

現
で
あ
る
。

関
す
る
第
一
―
回
世
界
議
員
会
議

人
口
と
開
発
忙

個

々

の

元

政

府

元

首

及

び

異

な

国
際
的
な
フ

U
N
D
P
の

駐

在

代

表

並

び

忙

副

駐

在

代

表

I
P
P
F
本
部

主

と

し

て

人

口

と

開

発

を

扱

う

実

行

政

治

的

な

議

論

（
す
な
わ
ち

4. 

一

九

八

四

年

第

一

／

四

半

期

人

口

と

開

発

ltC
関

す

る

第

二

回

ア

フ

ロ
ッ
パ
議
員
会
議

っ5

一
九
八
四
年
第
一
／
四
半
期

l

人

口

と

開

発

IiC
関

す

る

第

二

回

ョ

ー
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こ
そ
が
非
常
忙
重
要
だ
と
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

開
発
の
問
題
忙
関
し
て
一
緒
陀
活
動
す
る
こ
と
忙
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
る
信
頼

神
を
実
現
す
る
の
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
時
、

議
員
達
が
人
口
と

将
来
の
危
機
忙
お
い
て
、

公
式
な
外
交
を
通
じ
て
で
は
平
和
の
結
合
の
精

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

世
界
で
起
ぎ
て
い
る
間
題
忙
う
ま
く
対
処
で
ぎ
て
い
な
い
。

る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
で
結
合

現
時
点
で
は
、

ど
ん
な
国
も
、

ェ
ネ
ル
ギ
ー
、

生
態
学
、

保
健
等
を
通
し
て
実
現
で
ぎ
る
と
考
え
る
人
も
い

人
口
と
開
発
は
、

こ
の
平
和
を
実
現
さ
せ
る
為
の

―
つ
の
方
法
で
あ
る
。

ど
ん
な
既
成
の
国
際
機
関
も

-16-



か
に
三
•
六
％
に
す
ぎ
な
い
が
、

こ
こ
に
世
界
人
口
の

I
O
・
 
几

％

が

住

ん

ー

1

こ
も
示
し
た
ご
と
く
、

ッ^
―

―

 

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

面

積

は

世

界

総

面

積

の

わ

ず

オ
セ
ア
ニ
ア
ニ
三

0
0
J
j
で
あ
る
。

万、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
二
億
六
八

0

0
ガ
、

南

ア

メ

リ

カ

ニ

億

四

六

0

0
万
、

億
八

JioolJ
、
ア

フ

リ

カ

四

億

八

四

0

0
万
、

北
ア
メ
リ
カ
三
億
七
六

0
0

表

1

に
示
し
た
ご
と
く
、

ア

ジ

ア

ニ

十

六

億

二

五

0

0
ガ
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
四

人

口

の

実

に

五

八

・
ニ
％
が
住
ん
で
い
る
。

を
除
い
て

世
昇
注
幻

世
界
人
口
の
大
陸
別
内
訳
は
、

ツ

ビ

エ
ト
連
邦

国
連
で
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、

レ
バ
ノ
ン
、

シ

リ

地
域
的
分
布
は
著
し
く
不
均
等
で
あ
る
。

五
億
八

0
0
万
に
達
し
た
わ
け
だ
が
、

こ

の

四

十

五

低

余

と

い

う

柑

界

人

口

の

一
九
八

一

年

の

年

央

時

点

（

七

月

一

日

）

に

お

け

る

世

界

の

総

人

口

が

四

十

そ

れ

に

よ

る

と

、

今
回
発
表
さ
れ
た
数
字
は
、

し
に
つ
い
て
概
述
し
て
み
よ
う
。

ま

や

四

十

五

億

と

推

計

さ

れ

た

世

界

人

口

の

現

状

と

そ

の

将

来

動

向

の

見

通

（
朝
日
）
な
ど
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
機
会
に
、

し、

．ヽ`

し
カ

「
81
年

の

世

界

人

口

、

「
”
地
球
号
来
員
＂
四
ー

ヨ
ー
ク
―
十
二
日

11
共
同
）
を
い
っ
せ
い
に
報
じ
た
が
、

そ

の

記

事

の

見

出

発
表
し
た

一
九
八

一
年
版
に
つ
い
て
の
外
軍
（

ュ

日
（
タ

r
u
)
1

十
四
日

（
朝
刊
）

の
各
紙
は
、

国

連

事

務

局

が

二

十

二

日

四
十

h
億
越
す
」

日

新

聞

の

国

際

面

記

事

の

見

出

し

の

『
世
界
人
口
年
鑑
』

IL
億
人
超
す
」

正
確
に
は
国
際
連
合
人
口
部

(
U
n
i
t
e
d
N
a
t
 ions 

‘,＇‘ 
注
ー

P
o
p
u
l
a
t
i
o
n
 
D
i
v
i
s
i
o
n
 l

の
推
計
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ガ
ザ
地
帯
、

ア
を
連
ね
る
線
か
ら
東
方
、

「
ア
ジ
ア
」

つ
で
あ
る
。

四
十
五
悦
超
す
」

や

こ
の
日
、キ

プ
ロ
ス
、

韓
国
と
日
本
に
至
る
ま
で
を
、

注
幻

と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
ア
ジ
ア
に
は
現
在
、 -l口月

1

-

，1

「
81
年

の

世

界

人

口

、

1
)

よ
、

ォ

l

こ

つ
い
先
日
の
毎

（
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
人
口
情
報
部
長
）

山

口

喜

世
界
人
口
の
現
状
と
将
来
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表 1 世界の大陸別人口、面積およぴ人口密度

る゚ヽてし

年央推計人口 (I00万人） 面積 人口密度

地 域 (1!7'尻つき）
1980年 198 l年木 (1,0 0 Oka) 198 I年

世 界 4,432 ,1,5 0 8 l 35,837 33 
--------心-- -

ァ •ジ ァ1) 2,579 2,625 27,576 95 

ヨーロ ッ .,,~2) 484 485 4,937 98 

ア 7 リ 力 470 484 30,330 16 

北アメ リ ヵ3) 372 376 2 4,2•I 9 I 6 

南アメ リ 力 240 2 ,1 6 17,832 I 4 

オセアニア 3) 23 23 8,510 3 

ゾピエト連邦 265 268 2 2.4 0 2 I 2 

国連の推計（注 I)の資料）況よる。面積は世界人口年銹』の IY 8 0年版。

中：暫定推計。 l)下化別掲のゾピエト連邦を除くが、 トルコのヨーロッパの部

はアジアに含む。 2)下に別掲のソピヱト連邦およびアジア：て含まれたトルコ

のヨーロノバの部を除く。 3)アメリカ合衆国の 1州であるハワイは、

アでなく北アメリカに含む。

オセアニ

態
で
あ
る
。

こ、
~. 

こ

の

よ

う

世

界

の

人

口

分

布

は

非

常

に

不

均

等

で

偏

在

し

人
、

ソ
連
が
十
―
一
人
、

オ

セ

ア

一

ア

に

全

っ

て

は

わ

ず

か

に

三

人

と

い

う

状

全

大

陸

と

し

て

み

る

と

十

五

人

に

す

苔

ず

、

ア
フ
リ
カ
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
卜
六

力

が

厳

し

い

こ

と

を

推

測

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

注
〇

ア

メ

リ

カ

大

陸

で

は

中

米

の

人

口

密

度

が

裔

い

方

で

三

十

人

を

超

え

る

が

、

か
ら
、

こ

の

高

い

人

口

密

度

を

み

た

だ

け

で

も

、

す

で

に

ア

ジ

ア

で

人

口

圧

ヨ
ー
ロ
ソ
。
ハ
に
は
工
業
国
が
多
い
が
、

ア

ジ

ア

で

は

大

半

が

農

業

国

で

あ

る

い
る
か
ら
、

そ

の

人

口

密

度

は

九

1
五

人

で

ョ

ー

ロ

ッ

パ

に
次
い
で
閥
い
。

ニ
O

-
1

％
で
あ
る
が
、

こ

こ

に

但

昇

人

口

の

半

数

以

上

の

人

口

が

住

ん

で

上
り
、

大

陸

別

の

最

高

を

示

し

て

い

る

。

ア

ジ

ア

の

面

積

は

世

界

の

面

積

の

で
い
る
か
ら
、

人

口

密

度

は

一
半
方
キ
ロ

メ

ー

ト

ル

に

つ

い

て

几

卜

八

人

に
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世

料

で

最

人

の

人

口

を

も

つ

国

は

中

国

で

、

几

億

九

四

几

こ

れ

に

次

欠
こ
、

、
1
,
K
`

国

別

人

口

を

表

2

に
よ

現
在
（

一
九
八

0
年

庄

Sl

一
ガ
、

-、

で
あ
り
、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

ほ

ど

で

は

な

い

が

低

い

方

で

あ

る

。

平
均
増
加
率
は

0
•

九
％

（
ち
な
み
に

一
年
は

O・

七
％

る
と

・
O
 ％
と

い

う

低

率

で

あ

る

。

な
お
、

日

本

の

同

期

間

に

お

け

る

年

％
で
あ
り
、

ソ
連
も

0
・
九
％
と
低
い
。

ま
た
、

I
八

0
年
、

リ
カ
の
一
―

五
％
と
か
、

南
ア
ジ
ア
の
―
-

っ
て
み
る
と
、

ま

だ

か

な

り

高

い

五
％
で
あ
る
が
、

ア

シ

ア

や

ア

メ

リ

カ

人

陸

の

な

か

に

も

ラ

テ

ン

ア

メ

こ

欠

ぐ

の

が

ア

シ

ア

と

ア

メ

リ

カ

で

~r~ Ì 

．
几
％
、

そ

れ

か

ら

オ

セ

ア

二
％
な
ど
、

増
加
率
を
示
す
地
域
が
多
い
。
逆
に
増
加
率
が
低
い
の
は
ヨ
ー
ロ
ゾ
パ
の
0
•
四

注
り

北

部

ア

メ

リ

カ

だ

け

を

み

几
八

0

1
八

‘ヽ̀‘

―
ァ
カ

大
陸
別
に
み
る
と
、

ア

フ

リ

カ

の

増

加

率

が

最

も

高

く

L
l
o
、

j

o

 

こ

れ

ヽ

j
i
‘

し
'
’
J̀

＇r,

率

の

高

か

っ

た

六

0
年

代

に

比

べ

て

や

や

低

率

と

な

っ

た

が

、

こ

の

ま

ま

で

注

Gl

人
口
は
一
―
□
―
I
Q
~
代

の

初

期

に

は

倍

増

す

る

こ

と

に

な

る

。

亡

率

は

同

じ

く

四

と

推

定

さ

れ

て

い

る

）

で

あ

り

、

最

も

人

口

増

加

こ

の

期

間

の

出

生

率

は

人

口

0
 0

0
に

つ
き
二
八

•
五
、

死

近

年

に

お

け

る

世

界

総

人

口

の

年

平

均

増

加

率

は

'I~( 

-
0
 

じ

九

七

五

国

連

の

行

っ

た

い

わ

ゆ

る

， 

几
八

0
年
推
計
」

注
切

の
報
告
資
料
に
よ
る
と
、

人 ロ

図

t

世
界
の
大
陸
別
人
口
お
よ
ぴ
面
積
の
割
合

(
1
9
8
1
年
）
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表 2 人口の大きい国の人口および人口密度の現在と将来の比較

I 9 8 0年 2 0 0 0年
人口

人口密度 〔参考〕1975- 人口 人口密度人口
順位 国

(1.0 0 0人） (1/roi応つき）
80年年平均人 国

(1.0 0 0人） (1/a/iにつき）D培加率（％）

1 中 国 994,913 104 1.4 0 中 国 1.2 57,298 I 3 I 

2 イ ン ド 684,460 208 2.0 2 イ ン ト’ 960、6I I 292 

つJ ソビエト述邦 265,493 I 2 0.9 3 ソビエト辿邦 3 10,236 1 4 

4 アメリカ合啄担i 2 2 3.2 3 3 24 0.8 9 アメリカ合衆国 2 6 3.8 2 9 28 

5 インドネシア I 4 8.0 3 3 78 1.7 4 インドネ・ンア I 9 8.6 8 7 104 

6 プラジル 1 2 2.3 2 0 14 2.4 2 プラジル 187,491 22 

7 日 本 117,060 3 1 4 0.9 0 ナイジェリア 1 49,965 I 6 2 

8 バングラデツュ 8 8.164 612 282 ベングラデジュ 148,361 1,030 

， パキスクン 86,899 108 2.8 I パキスクン I 39,987 174 

1 0 ナイジェリア I， ' 77,082 83 3.2 1 日 本 128.119 344 

11 メキジコ 69,752 3 5 2.9 8 メキツコ I I 5,659 59 

I 2 西ドイツ 1) 6 0,9 3 I 245 0.2 9 ベト ナム 78,894 239 

1 3 イ ク リ ア 5 6.9 4 0 189 0.3 9 フィリピン 77,036 257 

I 4 イ ギリス 55,886 229 0.0 5 卜 9レ ご 69,991 90 

I 5 ベトナム 5 3.7 4 0 163 2.3 0 'ク イ 68,609 133 

I 6 フランス 53,508 98 0.3 0 イ ラ ン 6 4,9 1 6 39 

I 7 フィリピン 4 9.2 11 1 6 4 2.6 7 エジプト 64,421 64 

I 8 ク イ 47,063 92 2.3 4 イ ク リ ア 5 9.108 1 9 6 

1 9 卜 八 コ 4 5.2 5 4 58 2.4 6 西 ドイ ツ 58,822 237 

20 エジプト 41,963 12 2.5 6 フランス 5 6.2 5 2 1 0 3 

21 偉 国 38.4 5 5 390 1.7 2 イギリス 55,208 226 

22 イ ラ ン 38,126 23 304 ピ ）レ マ 55,108 81 

23 スペイン 37,378 74 0.9 8 エチオピア 5 4.6 6 6 45 

24 ポーランド 35,805 I I 5 1.0 2 南アフリカ 5 1.3 2 0 42 

25 ピ ル マ 35,289 52 2.4 4 韓 匡 50,786 5 I 6 

26 エチオピア 31,468 26 1.8 0 ザイ ー）レ 49,982 21 

国辿の行った「 1980年推討」による年央推Jt人口（注 5)の疫科による）。ただし、日本は国努
品査（総理府統訂局）および人口問題研究所の推計妬よる各年 10月1日現在人口。!)西ベルリ

ンを含む。

ここ紀示した国の数は 1980年現在で人口 3.00 0万以上、すなわち 26か固である。

将来の2000年においても同じ固々が 26位までに入るとは限らないわけで、 19 8 0年には23・

2 4位にあったスペインとポーランドは2000年には入っておらず、逆に 1980年には入ってい

なかった南アフリカとザイー）りが2000年に 24• 2 6位に入っている。
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人
口

一
億
以
卜
の
セ
ブ
ン

・

ジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

の

な

か

で

密

度

も

七

位

ま

る
と
日
本
は
世
界
で
五
番
め
に
な
る
。

あ
り
、

そ

れ

か

ら

ベ

ル

ギ

ー

の

密

度

も

三

二

二

人

で

あ

り

、

イ
ギ
リ
ス
五
五
八
几
万
、

人
口
三

0
0
0
万
以
上
の
諸
国
中
、

等
で
あ
る
が
、

ベ
ト
ナ
ム
五
三
七
四
ガ
、

ィ
キ
リ
ス
ニ
ニ
九
、

人
口
五

0

0
万
以
上
で
み
る
と
、

オ

ラ

ン

ダ

の

三

四

五

人

が

こ
れ
ら
を
合
め

人

口

の

大

き

さ

と

人

口

密

度

の

高

さ

と

の

組

み

合

わ

せ

と

し

て

み

る

な

ら

人
、

日
本
三
―
四
、
西
ド
イ
ツ
ニ
四
五
、

イ
ン
ド
―

1
0
八

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の

一
平
方
キ
ロ
当
た
り
六
―
―
一
人
を
筆
頭
に
、

韓

国

の

三

九

O

人
口
密
度
の
高
い
国
を
拾
う
と
、

Iゞ

で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
五
三
五

一
万

メ
キ
シ
コ
六
九
七
五
万
、

西

ド

イ

ッ

六

0
九
三
ガ
、

イ
タ
リ
ア
五
六
九
四
万
、

五

0
0
0
万
を
超
え
る
国
を
列
記
す
る
と
、

ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
七
七

0
八
万
、

け

る

人

口

分

布

が

い

か

に

偏

在

し

て

い

る

か

が

わ

か

ろ

う

。

以
下
、

人

口

タ

ン

の

八

六

九

0
万
で
、

こ
の
両
国
も
ア
ジ
ア
に
属
し
て
お
り
、

世

界

に

お

七

大

人

口

国

に

つ

づ

く

の

は

バ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ

の
八
八

一
六
万
、

。
ハ
キ
ス

計
二
十
億
に
近
い
巨
大
人
口
と
な
る
。

お
よ
び
日
本
は
、

い
ず
れ
も
ア
ジ
ア
に
所
属
し
て
お
り
、

こ

れ

だ

け

で

も

合

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
う
ち
の
過
半
を
占
め
る
中
国
、

イ
ン
ド
、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

ツ
の
な
か
の
最
下
位
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

-
J
L
七
六
年
に
プ
ラ
ジ
ル
に
も
抜
か
れ
て
、

ち
な
み
に
、

こ
の
セ
ブ
ン

抜
か
れ
、

さ
ら
に

ジ
ャ
イ
ア
ン

国
連
推
計
の
人
口
推
移
表
を
み
る
と
、

間
世
界
第
五
位
の
人
口
国
で
あ
っ
た
が
、

一
九
六
一
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

日
本
は

一
九
六

0
年

ま

で

は

長

い

と
呼
ん
で
い
る
。

こ

れ

ら

一

億

を

超

え

る

と

こ

ろ

を

世

界

の

一
セ
ブ
ン
・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
人
口

ラ
ジ
ル

一
億
ニ
ニ
ニ
―
―
―
万
、

そ

れ

か

ら

日

本

の

一
億

メ
リ
カ
合
衆
国
二
億
二
三
二
三
万
、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

一
億
四
八

0
三
ガ
、

注
切

七

0
六
万
の
順
で
、

い
で
イ
ン
ド
が
六
億
八
四
四
六
万
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
二
億
六
五
四
九
万
、

ブ ア
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と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、

今

世

紀

末

の

二

0
0

0
年

に

は

世

界

全

体

に

占

め

ヽ

こ
~•-~ 

こ
の
よ
う

ア

ジ

ア

人

口

の

増

大

は

将

来

も

な

お

著

し

い

も

の

が

あ

る

う
ち
、

ア
ジ
ア
に
所
属
す
る
国
が
過
半
の
十
三
を
占
め
て
い
る
。

か
国
か
ら
今
世
紀
末
に
は
―
―
十
五
の
多
き
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の

も
間
近
い
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

五

0
0

0
万
を
超
え
る
国
も
、
現
在
の
十
六

連
は
三
倍
台
に
、

そ

し

て

イ

ン

ド

が

中

国

に

次

い

で

十

億

の

大

台

に

乗

る

の

そ
れ
か
ら
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
二
億
に
枠
し
く
近
接
し
、

・; 

の
ち
ょ
う
ど
十
番
め
に
な
る
。

み
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
日
本
は
現
在
よ
り
さ
ら
に
順
位
を
下
げ
て
、

全
体

こ
れ
に
迫
っ
て
、

こ

れ

ら

の

国

々

が

ジ

ャ

イ

ア

ン

ツ

の

仲

間

入

り

を

す

る

と

ア、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

。
ハ
キ
ス
タ
ン
が
日
本
を
抜
き
、

工

人
口
国
は
ト
一
に
増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

人

口

増

加

の

激

し

い

（
い
ず
れ

2
に
併
示
し
て
あ
る
。

こ
の
時
期
に
お
い
て

一
億
を
超
え
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

国
連
の

リ
カ
合
衆
国
五
―
-
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
四
四
人
な
ど
で
あ
る
。

ッ
四
九
五
、

イ
ン
ド
三
七
六
、

フ
ラ
ン
ス

と
こ
ろ
で
将
来
の
人
口
動
向
で
あ
る
が
、

几
八

0
年
推
計
」

に
よ
る
―

1
0
0
0
年

の

国

別

人

口

を

同

じ

く

大

き

い

順

に

並

べ

た

も

の

が

表

も

現

在

年

率

三

％

前

後

と

い

う

高

い

増

加

率

を

示

し

て

い

る

）

ナ
イ
ジ

メ
キ
シ
コ
も
ま
た

一
六
八
、

ブ
ラ
ジ
ル
五
六
、

ア
メ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
九
〇
」
ハ
、

オ
ラ
ン
ダ
六
九
二
、

ベ
ル
ギ
ー
六
五
三
、

llj
ド
イ

一

積

一

平

方

キ

ロ

当

た

り

特

殊

人

口

密

度

は

日

本

が

二

一
九
八

0
年
取
得
の
デ
ー
が
ー
に
よ
る
と
、

外

国

で

は

韓

国

が

じ

0
八
、

Jゞ

一
三
八
人
に
上
る
が
、

界
で
最
も
人
口
欄
密
な
国
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、

農

用

地

面

可
能
な
地
域
当
た
り
の
平
均
人
口
を
も
っ
て
比
較
し
て
み
る
と
、

日

本

は

世

人
間
の
居
住
が
困
難
な
地
域
が
合
ま
れ
て
い
る
の
で
、

よ

り

現

実

的

な

居

住

ま
た
、

密
度
経
済
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
を
ホ
し
て
い
る
。

で
に
人
る
の
は
日
本
だ
け
で
あ
り
、

日

本

の

人

口

と

国

土

が

全

体

と

し

て

閥

各

国

の

面

積

の

な

か

に

は

山

地

や

砂

漢

や

氷

粘

地

な

ど

の

よ

う

に

、
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表 5 世界人口の 2大地域別推移と将来予測

世界全域 先進地域 I) 発展途上地域 2)

年平均
年次 人口

年平均 人口 人口 年平均

増加率 増加率 増加率
(100万人） (%) (100万人） （％） (100万人 （％） 

1950 2,525 832 1,693 
1.7 6 1.28 1.99 

1955 2,757 887 1,870 
1.9 5 1.2 7 2.2 5 

1960 3,037 945 2,092 
1.9 9 1.1 9 2.3 3 

1 965 3,354 1,003 2,351 
1.9 4 0.87 2.3 8 

I 9 7 0 3,696 1,047 2,648 
1.91 0.8 4 2.3 2 

I 9 7 5 4,066 1,092 2,974 
1.7 2 0.7 I 2.0 8 

1980 4,432 1,131 3,301 
1.7 0 0.68 2.0 4 

1985 4,826 1,170 3,656 
1.65 061 1.98 

1990 5,242 1,206 4,036 
1.58 0.5 3 1.89 

1995 5,674 1,239 4,435 
1.5 0 0/4 8 1.77 

2000 6,116 1,269 4,847 
1.3 9 0.4 0 1.6 4 

2005 6,555 1,295 5,261 
1.2 7 0.3 5 1.49 

2010 6,985 1,317 5,667 
1.17 0.3 2 1.36 

2015 7,404 1,338 6,066 
1.07 0.2 8 1.2 4 

2020 7,810 1,357 6,453 
0.9 6 0.2 4 1.10 

2025 8.192 1,374 6,818 

表2と同じく国連 I1 9 so年推計」による各年央推計人口。
l)ヨーロッバ、北部アメリカ（合衆国とカナダ）、ソビエト連邦、日本、

ォーストラリアおよびニュージーランドが含まれる。 2)先進地域以外の地域。

（ 
人口問題研究所人口情報部長

山口喜
）
 

二

0
二

五

年

に

は

八

十

億

台

に

上

る

こ

と

に

な

る

。

る。

そ

れ

で

も

全

地

球

人

口

は

、

―
1
0
0
 0
年

に

は

六

十

億

台

、

こ．． 

さ

ら

の
差
は
あ
る
が
、

い

ず

れ

も

増

加

率

が

逓

減

傾

向

と

の

見

通

し

に

な

っ

て

い

示
し
て
お
こ
う
。

長

期

的

予

測

と

し

て

は

抑

制

効

果

が

あ

ら

わ

れ

て

、

程

度

地

域

に

分

け

て

推

計

さ

れ

た

人

口

の

推

移

と

将

来

予

測

値

を

、

ラ
ン
ゞ

ヽ

カ

ナ

タ

ソ
ビ

エ
ト
連
邦
、

日
本
、

ユ

ー

ジ

ー

最
後
に
、

世

界

を

先

進

地

域

（

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

才

I
 ス
卜

ラ

リ

ア

お

よ

び
二

ド

か

ら

成

る

地

域

）

と

発

展

途

上

地

域

（

そ

の

他

の

地

域

）

と

の

二

大

表

3
と

し

て

全

体

の

約

8
割

に

逹

す

る

こ

と

に

な

る

と

み

ら

れ

る

。

途

上

の

国

々

の

人

口

増

加

が

著

し

く

、

途

上

地

域

全

体

の

人

口

比

軍

は

世

界

ゞ
k

」

、t
 
ア

ジ

ア

で

も

南

ア

ジ

ア

の

比

重

増

大

は

顕

著

で

あ

っ

て

、

全

般

に

発

展

し
ろ
、

ア

フ

リ

カ

や

ラ

テ

ン

ア

メ

リ

カ

の

比

重

増

大

が

目

だ

っ

て

い

る

。

る

割

合

が

五

八

％

で

あ

り

、

比

重

と

し

て

は

現

在

と

ほ

ば

同

じ

で

あ

る

。

た む
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注

lOl

注
gl

注

sl
る
も
の
。

の
将
来
人
口
は
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計

（
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
）

忙
よ

の
結
果
忙
よ
る
総
人
口
を
示
す
と
十
億
三
一

ホ

ン

コ

ン‘

マ
カ
オ
の
中
国
人
を
含
む
）

昭
和
五
十
五
年
十
月
一

八
八
ガ
ニ
五
一

日
実
施
の
国
胡
調
査
の
結
果
。

゜

一
人
で
あ
る

ま
た
、

こ
こ
忙
示
す
日
本

F
A
O
,
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 1
9
8
0

お
よ
び
U
N
,
D
e
m
o
g
r
a
p
h
i
c
 Y
e
a
r
b
o
o
k
,
 1
9
8
0
 0
 

（
台
湾
と

一
九
八
二
年
七
月
忙
中
国
は
第
三
次
人
口
調
査
を
実
施
し
た
が
、

参
考
ま
で
忙
そ
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モ
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ラ

ウ
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マ
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ガ
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カ

ル

ヶ コ

二 モ

ア

エ

チ

オ

ピ

ア

ジ

プ

チ ロ

ブ

八ノ

ン

ジ

I 

5
 

4. 

一
ジ
ェ
ー
ル

モ

ー

リ

ク

ニ

ア

マ

リ

リ

ベ

リ

ア

コ

ー

ト

ジ

ボ

ア

ー

ル

ギ

ニ

ア

ー

ビ

サ

ウ

ギ ガ

二

ア ナ

ガ

ソ

ビ

ア

カ

ー

ボ

ベ

ル

デ

,( 

二

ン'

レ

ソ

ト

ボ

ツ

ワ

ナ

南

部

ア

フ

リ

カ

ナ

ミ

ビ

ア

南

ア

フ

リ

カ

ス

ワ

ジ

ラ

ソ

ド

西

部

ア

フ

リ

カ

西

部

サ

ハ

ラ

チ
ュ

一
ジ
ア

ス

ー

ダ

ソ

モ

ロ

ッ

コ

A
・

ア

フ

リ

カ

東

部

ア

フ

リ

カ

英

領

イ

ン

ド

洋

地

域

-- ..... . 

リ

ビ

ア

ソ

ア

ラ

プ

共

相

国

エ

ジ

プ

ト

ア

ル

ジ

ェ

リ

ア

＆

北

部

ア

フ

リ

カ

ザ

イ

ー

ル

カ

メ

ル

ー

ソ

連

合

共

和

国

国

際

連

合

が

採

用

し

て

い

る

地

域

区

分

表

（
リ
ビ
ア
）
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イ イ プ ノ‘ ァ ベ ク ツ フ マ ラ イ 東民 ビ プ 南モ マ 朝 ホ 東 ア

フソ
I ン‘ フ 中 卜 ソ イ レ‘ オ ン' チ 主 J[,, 東 ア ソ ヵ

大朝 ソ そ 日 中 ア メ
夕 グ ガ 央 ナ ガ リ I ス ド モ 力

Jし
ネ 部 ゴ 韓鮮 の リ、ノゞヽ コ ソ., 

ン‘ ド ン’ ラ 二 南 ム イ ボ ピ ツ 人 ネ I ソ マ イ 南 Jレ オ 民民鮮 ン‘ 他 力
プ—9 ヌ、 ア I ン ア 民 ツ Iレ プ ア

ア 国主 の 本 国 ア ムロ
ツ ク 、ノヽ→ ｝レ 民 ア チ 、ノ-- 主

東 衆ヘ義
ュ ン' ア 主 3) ア ア 南人 ア 国

主 ヘ 朝民
ン.. 

義 力 鮮共 ア
共 ン／ ヽ 和

和 ボ 国
国 ジ 記

ア

冒
~ ノ

~・~

F 
17. ． 非 ア 16. 

ポ " ド チ プ ヨ 卜 イ キ ア イ ア ツ サ～ 力 オ レ鼻 ク ヨ イ ガ 民 バ ラ ス ノ＜ ネ マ

I ソ イ 工 Jレ 東 I ス プ ラ 工 ラ リ ウ ク I ノ ゥ ｝レ ザ主 I プ西 リ キ ノ＜ Jレ

ラ ガ
ツ
ガ部 ロ

八,
ラ ブ メ プ ア ジ I ダ

ラ
地 イ レ 諸部 ラ I ジ

民
コ ロ マ ノ 工 ス

ン' リ
主
ス リ ヨ ツ コ こ ス 諸 ン 首 ン‘ ア Jレ ン ソ I ン‘ ク 帯 工 I 国 南 ン' ク Iレ プ

ド I 主
ロ ア I ／ゞ lレ 国へ長 ア ラ 卜 ヘ メ ン' ア 力 ン'

義パ ロ 北 国 ラ ビ ノ< ン’ 、...,‘‘ 

共 キ ッ ィ 連 プ ア レ ヘ ア
和 ア ／ゞ 工 邦 共 ス 南
国 メ 和 チ イ

屎
ソ 国 ナ 二

ヽ ヽ
メ

ド ヘ

ィ 、ン’ ソ

ツ リ
ヽ

ヽ ア
4) ヽ
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ト

リ

ー

ツ

ー

】

9サ

ソ

マ

リ

ノ

オ

ー

ス

ト

リ

ア

フ
ラ
ソ
ス

ト
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）

リ

ヒ

テ

ソ

ツ

ュ

タ

イ

ソ

ベ

ル

ギ

ー

ユ

ー

ゴ

ス

ラ

ビ

ア

。
2
 
西

部

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

ス

ペ

イ

ソ

ボ

ル

ト

ガ

ル

マ

I~ 

ク

イ

タ

リ

ア

（
パ
チ
カ
ソ
市
国
）

ギ

リ

ツ

ア

ジ

プ

ラ

ル

タ

ル

ア
ル
バ

一
ア

ア

ソ

ド

ラ

悦

南

部

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

連

合

王

国

ス

ウ

ェ

ー

テ

ソ（
イ
ギ
リ
ス
）

ノ

ル

ウ

ェ

ー

マ

ソ

島

ア

イ

ル

ラ

ソ

ド

デ

ソ

マ

ー

ク

フ

ェ

ロ

ー

諸

島

フ

ィ

ソ

ラ

ソ

ド

ア

イ

ス

ラ

ソ

ド

チ

ャ

ネ

ル

諸

島

18. 
ル

I 
マ

北

部

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

一
ア

4) 

I・---・ 

ト

ソ

カ

サ

モ

ア

フ

ィ

ジ

ー

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

メ

ラ

ネ

シ

ア

ュ

ー

カ

レ

ド

ニ

ア

ノ

ー

フ

ォ

ー

ク

島

ソ

ロ

モ

ソ

諸

島

ミ

ク

ロ

ネ

シ

ア

ー

ポ

リ

ネ

シ

ア

太

乎

洋

諸

島

ボ

リ

ネ

ツ

ア

ュ
ー
ギ
ニ
ア

米

領

サ

モ

ア

ク

ッ

ク

諸

島

仏

頷

ポ

リ

ネ

ツ

ア

そ

の

他

の

ミ

ク

ロ

ネ

ッ

了

筍

ッ
ノ‘

Jレ

二

ウ

工

ナ

ウ

八／

グ

ァ

ム

カ

リ

バ

チ

ヽ
~

、
ク
ロ
ネ
ツ
ァ

5

23. 
バ

ヌ

ア
ツ

パ
。
フ
ァ

二

22. 
二

21

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ー
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

G
・

オ

セ

ア

ニ

ア

ス

イ

ス

オ

ラ

ソ

ダ

モ

ナ

コ

ル

ク

セ

ソ

プ

ル

ク
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島
、

ヽ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
諸
島
、

ピ

ト

ケ

ル

ソ

島

ゞ
、
ー
ヽ
者
島
、

-mo 

リ
ー

ヽ
j5

カ
ソ
ト
ソ

II
ェ
ン
ク
ノ

コ
コ
ス

民

主

主

義

共

和

国

Iz
は

東

ベ

ル

リ

ソ

の

テ

ー

タ

を

含

ん

で

い

る

。

4) 

ベ
ル
リ
ソ
を
含
む
。

ト
イ
ツ
連
邦
共
和
国
忙
は
西
ヘ
ル
リ
ソ
、

3) 幻
ア

サ

ン

ツ

ョ

ソ

お

よ

び

ト

リ

ス

ク

ソ

デ

コ

を

含

む

。

I) 
I I 
H 
24. 

ソ

ビ

エ

ト

連

邦

ア
ガ
レ
ガ
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
、

西
イ
リ
ア
ン
を
含
む
。

す
な
わ
ち
、

ジ
ョ
ソ
ス
ト
ン
島
、

ウ
ェ
ー
ク
島
を
含
む
。

ク
リ
ス
マ
ス
島
、

ワ
リ
ス

1
1

フ
ツ
ナ
島

（
キ
ー
リ
ソ
グ
）

ト

ケ

ロ

ー

お

よ

び

お
よ
び
セ
ソ
ト
ブ
ラ
ソ
ド
ン
を
含
む
。

諸

ド
イ
ツ
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人

間

は

環

境

（
社
会
）

の
中
で
生
ぎ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

人

間

は

た

え

環

境

と

人

間

理
・
希
甲
•
生
活
環
境

V
c
添
う
て
行
な
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

家

族

計

画

は

個

々

の

両

親

の

心

従
っ
て
家
族
計
画
は
、

徹

底

し

て

人

間

の

基

本

的

願

望

忙

沿

う

も

の

で

な

決
定
権
を
も
つ
人
間
の
甚
本
的
権
利
で
あ
り
ま
す
。

す
。

で
す
か
ら
子
供
を
い
つ
何
人
生
む
か
と
い
う
の
は
、

た

だ

両

親

だ

け

が

の
大
ぎ
な
原
動
力
で
あ
り
、

そ

れ

は

生

ぎ

る

上

で

の

喜

び

の

源

で

も

あ

り

ま

ま
す
。

人
間
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
生
せ
ん
。

子

供

は

そ

の

両

親

の

諸

活

動

生

物

忙

と

っ

て

後

世

代

を

つ

く

る

と

い

う

こ

と

は

最

大

の

ロ

ー

ル

で

あ

り

、。

ぅ
カ
来

の

家

族

計

画

は

人

々

忙

と

っ

て

ど

う

い

う

意

味

を

も

っ

て

い

る

の

で

あ

ろ

は
両
親
の
老
後
を
看
る
の
は
自
ら
の
子
供
だ
け
だ
と
い
う
状
況
の
中
で
、

将

う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

子
供
は
将
来
の
働
き
手
で
あ
り
、

或
い

危
ぶ
ま
れ
て
い
る
地
域
の
母
親
忙
‘

人

ロ

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

の

家

族

計

画

は

ど

（

財

）

家

族

計

画

国

際

協

力

財

団

常

任

理

事

想
の
動
機
忙
な
り
ま
し
た
。

例

え

ば

乳

児

死

亡

率

が

高

く

て

病

気

が

多

く

子

供

の

健

全

な

成

長

が

の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
が
私
ど
も
の

F

P
イ

ン

テ

ク

レ

ー

ジ

ョ

ソ

の

発

ロ
ー
ル
の
た
め
の
、

ト

ソ

ブ

か

ら

発

想

さ

れ

た

家

族

計

画

は

果

し

て

ザ

し

い

象
的
一
律
的
考
え
方
か
ら
発
し
て
い
生
し
た
。

こ

う

い

う

単

忙

人

ロ

コ

ン

ト

単

lrc
人
口
が
多
い
の
は
、

一
国
の
発
展
を
阻
害
す
る
と
い
う
、

ま
こ
と

ltC
抽

族
計
画
は
個
々
の
人
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
環
境
を
考
え
る
こ
と
な
し
忙
、

‘‘, 
（
 
ま
ず
こ
の
プ
ロ
ク
ラ
ム
の
発
想
の
動
機
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
。

以

前

の

家

家

族

計

画

イ

ン

テ

グ

レ

ー

シ

ョ

ン

・

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

つ

い

て

国

井

長

次

郎

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
議
員
セ
ミ
ナ
ー
講
演
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ほ
ど
歓
ん
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
か
。

ど
も
が
虫
く
だ
し
の
薬
を
持
っ
て
農
村
忙
入
っ
て
い
っ
た
時
、

人
々
は
ど
れ

寄
生
虫
予
防
忙
つ
い
て
の
豊
富
な
経
験
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

私

、̀'‘二（
 
そ
し
て
有
効
な
戦
略
と
し
て
世
界
の
農
村
地
帯
忙
高
率
忙
ま
ん
え
ん
し
、

し
か
し
政
府
の
ヘ
ル
ス
行
政
の
中
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
寄
生
虫
忙
目
を
つ
け

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
忙
私
ど
も
は
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
忙

お
い
て
、

家
族
計
画
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
想

て
組
み
立
て
て
ゆ
く
か
。

こ
の
点
を
深
く
考
え
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
考
え
方
・
哲
学
を
、

で
は
ど
う
実
践
し
て
ゆ
く
か
。

戦
略
と
し

ひ
と
つ
で
あ
り
、

と
で
あ
り
ま
す
。

家
族
計
画
を
社
会
の
面
と
人
間
の
面
と
両
方
か
ら
考
え
て
い
る
、

と
い
う
こ

の
人
ロ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
家
族
計
画
と
は
決
定
的
陀
違
っ
て
い
る
。

そ
れ
は

を
大
変
重
要
な
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

た
だ
そ
の
捉
え
方
が
、

従
来

考
え
方
で
あ
る
わ
け
で
す
。

従
っ
て
、

当
財
団
は
、

r 
し一

れ

家
族
計
画
と
い
う
の
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
陀
対
応
す
る
仕
方
の

忙
敏
感

Ire
感
じ
て
生
き
よ
う
と
し
ま
す
。

行
動
範
囲
の
拡
大
と
生
活
向
上
で
あ
り
、

の
進
歩
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

Ire
し
て
も
、

商
品
の
浸
透
や
マ
ス
コ

そ
し
て
現
在
の
世
界
の
中
の
人
間

基
礎
教
育
の
普
及
で
あ
り
、

ュ

ケ

ー

ジ

ョ

ン

（
ラ
ジ
オ
等
）

発
展
で
や
が
て
農
村
胚
も
似
た
よ
う
な
変
化
が
起
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
の

の
伝
統
的
価
値
は
変
っ
て
参
り
ま
す
。

農
村
は
都
会
ほ
ど
の
早
さ
で
は
な
い

ま
し
た
。

一
方
、

都
会
生
活
で
は
住
宅
費
や
教
育
費
の
圧
迫
か
ら
、

子
供
へ

た
急
速
忙
変
化
し
て
い
ま
す
。

医
学
の
進
歩
忙
よ
り
子
供
は
死
な
な
く
な
り

こ
う
い
う
社
会
で
は
子
供
忙
対
す
る
価
値
も
ま
医
学

ト
で
変
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
忙
は
技
術
の
発
展
忙
よ
る
人
間
の
生
活
様
式

生
活
の
環
境
は
、

過
去
の
人
間
の
歴
史
の
中
で
は
か
つ
て
無
か
っ
た
ス
ピ
ー

ず
環
境
忙
支
配
さ
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。

環
境
が
変
化
す
れ
ば
、

こ
の
変
化
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々
の
自
主
的
参
加
を
招
く
ば
か
り
か
、

最
近
は
、

私
が
予
想
も
し
て
い
な
か

名
称
は

「
人
間
的

F

P
」
と
も
い
わ
れ
、

各
種
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ク
ラ
ム
忙
人

予
想
さ
れ
た
効
果
が
立
証
さ
れ
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
九
七
五
年
、

台
湾
の

創
造
さ
れ
、

忙
お
い
て

と
い
う
具
体
的
戦
略
が

果
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、

注
目
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
立
す
。

養
の
重
要
さ
を
再
認
識
す
る
で
あ
ろ
う
。

の
公
衆
衛
生
上
の
テ
ー
マ
の
中
で
、

こ
う
し
て

発
表
さ
れ
た
の
で
あ
り
生
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
解
決
の
た

さ
ま
ざ
ま
の
民
衆
参
加
忙
よ

こ
の
国
で
生
れ
る
子
ど

一
定
の
ス
ペ
ー
ツ
ソ
グ

母
の
健
康
忙
と
っ
て
も

多
く
の
草
の
根
運
動
忙
民
衆
の

一
般
民
衆

Ire
対
し
、

「
家
族
計
画
十
栄
養
十
寄
生
虫
予
防
」

一
九
七
四
年
十
月
の
第
一
回
ア
プ
コ
会
議

台
中
市
郊
外
で
最
初
の
実
験
が
行
わ
れ
、

他
の
ア
ゾ
ア
諸
国
や
ラ
テ
ン
諸
国
へ
と
、

抜
群
の
教
育
的
効

（
東
京
）

拡
大
さ
れ
て
苔
た
の
で
あ
り
ま
す
。

自
発
的
参
加
を
招
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
寄
生
虫
予
防
は
多
く

く
の
ヘ
ル
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
一
緒
陀
行
い
、

必
要
で
あ
る
こ
と
が
自
づ
と
理
解
さ
れ
て
く
る
。

日
本
で
は
家
族
計
画
は
多

を
お
く
こ
と
が
子
供
の
健
全
な
成
長
忙
と
っ
て
も
、

も
と
子
供
の
間
忙
ヘ
ル
ス
忙
対
す
る
意
識
が
増
し
、

る
自
主
活
動
の
起
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

め
陀
人
々
忙
手
段
と
刺
激
を
与
え
て
や
れ
ば
、 そし
て
、

の
た
め
ト
イ
レ
や
飲
料
水
等
環
境
改
善
忙
気
づ
い
て
く
る
。

貧
血
か
ら
は
栄

と
し
て
一
斉
忙
行
な
え
ば
、

効
果
は
一
層
大
ぎ
く
な
る
。

人
々
は
感
染
予
防

係
が
樹
立
さ
れ
る
。

こ
の
寄
生
虫
駆
除
を
部
落
全
体
、

村
全
体
で
集
団
行
事

ゆ
く
か
ら
、

「
家
族
」

と

「
家
族
計
画
指
導
員
」

の
間
忙
は
、

強

い

信

頼

関

見
ら
れ
る
。

そ
れ
は
子
供
や
家
族
か
ら
腹
痛
や
発
熱
・
貧
血
を
と
り
さ
っ
て

や
そ
の
家
族
の
ハ
ラ
か
ら
、

日

1
-
―
日
後
忙
お
び
た
だ
し
い
虫
の
排
出
が

お
そ
ら
く
三
十
年
前
の
日
本
で
の
よ
う
忙
、

ま
ず
日
本
以
外
の
国

Ire
於
て
も

体
的
戦
術
の
某
本
ツ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま
し
た
。

薬
の
効
果
忙
よ
っ
て
、

子
供

が
虫
く
だ
し
を
持
っ
て
農
村
忙
入
っ
て
い
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。

こ
れ
が
具

こ
の
経
験
か
ら
、

「
家
族
計
画
指
導
員
」
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変
化
を
与
え
る
唯

の
方
向
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

つ、

つ
ぎ
忙
考
え
ら
れ
る
方
向
の
み
が
、

長
時
間
か

4

る
忙
せ
よ
、

人
口
胚

ャ5

、

・。＇

る
こ
と

佳
ひ
と

""~ 

り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
固
有
な
文
化
や
伝
統
、

ぼ
と
ん
ど
不
可
能
忙
近
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

宗
教
忙
対
し
て
変
化
を
与
玄

あ
る
固
有
な
文
化
や
伝
統
、

宗
教
の
中
で
生
活
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

、
う
こ
と
主
‘

¥

v

i

 

極
め
て
ム
ツ
か
し
い
仕
事
で
あ
り
生
す
。

個
人
や
家
族
は
、

こ
の
ミ
ク
ロ
の
個
人
忙
変
化
を
与
え
る

（
心
理
的
忙
も
行
動
的
忙
も
）

と

そ
の
前
忙
ミ
ク
ロ
の
個

の
考
え
方
や
生
活
の
仕
方

lrc
変
化
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
忙
な
り
ま
す
。

人
や
家
族
の
中
忙
変
化
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
人
々

よ
う
と
す
る
な
ら
ば

（
例
え
ば
出
生
率
の
低
下
）

ヽ

ら
成
立
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
人
口
と
い
う
マ
ク
ロ
の
現
象
忙
変
化
を
与
え

人
口
と
い
う
マ
ク
ロ
の
概
念
は
、

家
族
か

く
て
は
な
ら
な
い
。

策
は
、

草
の
根
レ
ベ
ル
の
一
般
の
人
々
陀
、

支
持
と
共
嗚
を
う
る
も
の
で
な

る
と
し
て
も
、

ミ
ク
ロ
の
一
人
一
人
の
個
人
、

で
は
ど
う
す
れ
ば
有
効
な
実
践
方
策
が
あ
る
の
か
。

そ
の
方

現
実
的
な
方
策
と
し
て
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

重
要
性
は
判

て
い
ま
す
。

人
ロ
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
は
充
分

ltC
承
知
し
て
い
て
も
、

で、

人
類
の
将
来
は
明
る
い
も
の
忙
は
な
ら
な
い
。

充
分
忙
知
っ
て
お
る
も
の
で
あ
り

生
活
条
件
の
低
下
な
ど

こ
の
点
も
よ
く
承
知
し

く
な
ら
ば
、

将
来
、

食
糧
の
不
足
や
環
境
の
悪
化
、

ま
す
。

な
ん
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
無
く
、

人
口
増
加
が
高
率
で
進
ん
で
ゆ

問
題
の
イ
ミ
、
す
る
重
要
性
妬
つ
い
て
は
、

‘‘,’ 三＼ヽ当
財
団
は
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、

世
界
ま
た
は
各
国
忙
お
い
て
、

必
要
性
と
実
践
方
策
は
別
で
あ
る
。

起
り
、

新
し
い
展
開
を
み
せ
る

IIC
到
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

っ
た

「
イ
ソ
カ
ム
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
チ
ン
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

人
口

ま
で
が
数
ヶ
所
で
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Ire
な
り
生
す
。

そ
れ
は
歴
史
的
忙
も
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
ま
す
。

「
質
」
が
発
展
し
て
ゆ
け
ば
、

量
も
や
が
て
適
当
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
よ
う

の
間
忙
は
、

不
可
分
な
関
係
の
存
在
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

の
も
と
を
つ
く
る
基
礎
プ
ラ
ン
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
一
方
、

人
口
の
量

（
ク
ォ
ソ
テ
テ
）

と
人
口
の
質

（
ク
オ
リ
テ
）

と

も
ま
た

「
質
」

の
向
上
忙
つ
な
が
り
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
が
私
の
考
え
る
発
展

康
な
」

国
民
づ
く
り
で
あ
り
、

る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

食
糧
の
増
産
と
公
正
な
そ
の
配
給

ま
た

「
基
本
的
教
育
」
が
充
分
忙
ゆ
ぎ
わ
た

人
口
の
質

（
ク
オ
リ
テ
）

の
対
策
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は

「
健

人
口
の
質
こ
そ
決
定
的
な
カ
キ
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

を
究
局
の
目
標
と
し
て
お
り
、

そ
し
て
こ
の

「
発
展
」

を
な
し
と
げ
る
忙
は
、

れ
ま
す
。

と
い
う
の
は
、

い
か
な
る
民
族
、

い
か
な
る
国
家
も
、

「
発
展
」

の
他
の
ア
ス
ペ
ク
ト
、

つ
ま
り
質
（
ク
オ
リ
テ
）

の
問
題
で
あ
ろ
う
と
思
わ

他
方
、

同
時
陀
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、

人
口

く
な
っ
て
ぎ
て
い
る
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

の
可
能
性
と
結
び
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る
人
口
問
題
は
、

ひ
と
頃
の
心
配
が
少

考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
科
学
技
術
の
発
展
や
食
糧
増
産
の
将
来

U
N
F
P
A
等
関
係
機
関
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
い
と

想
を
遥
か
忙
下
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ

れ

は

各

国

政

府

や

I

P

P

F

、

も
の
で
あ
り
生
す
。

し
か
し
最
近
の
世
界
の
人
口
情
勢
は
、

つ
は
質
で
あ
り
ま
す
。

数
（
ク
ォ
ン
テ
テ
）

は
げ
し
く
騒
が
れ
て
き
た
世
界
的
人
ロ
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
の
考
え
忙
結
び
つ
く

当
初
の
国
連
予

の
問
題
は
一
九
六

0
年
代
か
ら

ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
は
数

で
あ
り
、

、̀'’四（
 
皆
さ
ま
よ
く
御
存
知
の
よ
う
忙
人
口
と
い
う
概
念
忙
は
二
つ
の
ア
ス
ペ
ク

（
ク
ォ
ソ
テ
テ
）

人
口
の
量
と
質
ー
i
|
今
後
は
質
の
向
上
に
焦
点
を
お
く

他
の
ひ
と
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は

「
人
間
的
F
P
」

の
哲
学
忙
つ
い
て
、

改
め
て
披
露
し
て
み
ま
し
た
。
或
い

の
で
あ
る
」
。

り
ま
す
の
で
、

当
財
団
と
し
て
は
、

ま

た

こ

れ

か

ら

い
か
な
る
政
治
や
宗
教
と
も
関
係
の
な
い
も

ャ、
,'19 

「
F
P
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ジ
ョ
ン
・
プ
ロ
ク
ラ
ム

ヒ

ュ
ウ
マ

二

ス
チ
ク

イ
ソ
テ
ク
レ
ー
ジ
ョ
ン
陀
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
忙
規
定
を
し
て
い
ま
す
。

ン
で
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
八
月
、

回
キ
ャ
プ
リ
会
議

で
行
わ
れ
ま
し
た
第
三

（
中
南
米
イ
ソ
プ
ク
レ
ー
ジ
ョ
ン
会
議
）

な
性
格
を
基
礎
と
し
て
お
り
、

本
年
を
以
て
六
年
間
の
実
験
プ
ロ
ン
ェ
ク
ト
の
終
え
る
国
も
い
く
つ
か
あ

の

新

た

な

第

一

歩

と

し

て

、

そ
の
結
果
と
し
て
、

こ
こ
陀
F
P
イ
ン
プ
グ
レ
ー
ツ
ョ
ン
、

で

は

こ

の

F

P

プ

ラ

ジ
八／

（
リ
オ
テ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
）

え
な
お
し
て
頂
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
点
を
ど
う
ぞ
も
う
い
ち
ど
考

術
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
両
方

個
人
忙
向
っ
て
、

「
精
神
プ
ラ
ス
科
学
」

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

宗
教
の
よ
う
忙
説
得
だ
け
で
は
な
く
、

科
学
の
よ
う
忙
技

神
貿
せ
い
の
運
動
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
い
は
違
っ
た
環
境
忙
生
ぎ
る
家
族
や

は
睡
り
つ

4

あ
る
人
間
の
心
を
呼
び
さ
ま
し
て
発
展
と
向
上

Ire
向
わ
せ
る
精

そ
の
底
花
は
深
く
大
き
な
意
味
が
伏
在
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ

とヽ

思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
規
模
で
ツ
ン
プ
ル
な
プ
ロ
ク
ラ
ム
で
は
あ
る
が
、

の
自
主
参
加
を
う
る
た
め
の
、

ひ
と
つ
の
先
駆
的
実
験
を
行
っ
て
い
る
の
だ

法
忙
す
ぎ
な
い
。

私
ど
も
は
発
展
と
向
上
を
め
ざ
す
諸
方
策
の
中
で
、

民
衆

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
人
口
忙
発
展
と
向
上
を
促
す
た
め
の
ひ
と
つ
の
具
体
的
方

族
計
画
＋
栄
養
十
寄
生
虫
予
防
」

．．．． 

あ
る
と
は
簡
単
陀
早
の
み
こ
み
を
し
な
い
で
頂
き
た
い
。

こ
れ
ら
の
イ
ソ
テ

と
し
ぅ
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ク
ラ
ム
の
組
合
せ
で

ヽ

ン

テ

グ

レ

ー

シ

ョ
ン
や

「
人
間
的
F
P
」

と
い
う
の
は
、

た

ん

I℃ 

み（四）

な

さ

ま

lrC 

お

願
し、

が

ご

ざ
1, ヽ

ま

す

゜

が

括

り

「
家

私

ど

も

の

提

唱

す

る

F

p

f
-35~ 



”

世

界

人

口

の

半

分

以

L
を
占
め
る
諸
国
で
、

人

口

増

加

率

が

近

く

経

済

人

口

増

が

経

済

を

圧

迫

竺
九
”
途
上
国
に
警
告

ン
か
七

・
O
人
で
最
も
低
く
、

日

本

は

じ

一
人
と
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。

ー
の
七
―
―

•
三
オ
と
な
っ
て
い
る
。

A
P
D
A
・
;
C
=
E
 

立
で
七
三
・

~, 

一
年
版
の
国
連
人
口
年
鑑
」

一
九
七
五
年

日

本

は

じ

八

・

八

オ

で

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

と

同

じ

で

四

位

に

落

ち

た

。

三

オ

・

三

位

ス

ウ

ェ

ー

デ

ン

の

七

ニ

・

八

オ

‘

―
オ
以
下
の
乳
幼
児
の
死
亡
率
は
出
牛
―

c
o
0
人

当

り

で

ス

ウ

ェ

ー

テ

〔
男
付
〕

で

は

一
位
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ト
の
七
―
.
-
．
七
オ
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
七
九

•
O
オ
、

平
均
寿
命
で
は
、

平
均
寿
命
、
日
本
は

男
性

2
位
、
女
性
4
位

•
七
％
と
な
り
、

同
年
鑑
に
よ
る
と
、

七
六

0

0
万

人

増

）

に

ふ

え

た

こ

と

が

判

っ

た

。

ゞ
ヽ
‘
ヽ

し
た
カ

八

国
連
は
―
二
月
ニ
ト
ニ
日
、 •9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9.

‘~·‘.,.,.,.‘

•9•9•9•9•9.

‘
•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9•9.9•9 

7
 
3
 

四
位
ノ
ル
ウ
ェ

次
い
で

11
本

が

三
位
か
オ
ラ
ン
タ
の
七
八
•
九
オ
だ

こ
°

っ

t
二

位

が

〔

女

性

〕

が

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

の

七

九

・

じ

オ

が

一

位

、

ペ
ー
ス
は
若
干
落
ち
た
。

世

界

の

人

口

増

加

率

は

八

十

年

で

一

年

半

ば

の

世

界

の

人

口

は

四

卜

五

億

八

0

0
万

人

（

前

年

比

「
一
九
八

世
界
人
口
、

45億
人

を

突

破

国
連

81
年

人

口

年

鑑

が

発

表

を

発

表



ー~― -・ —~ ―・-・-・-・-・-・-・-・ 一ヽ一・一ヽ一・ 一~一・一↓―-、—-·--ヽ｀~一~ 一ヽ一·-―~一・-・--・-・-・-・-・-・ ―・-・-—~ ー、一・-・--曹←一ヽ曹-・一・-・ 一~ー、一・-・一ヽ一・-・―・-・ 一・-曹-・-・-・-・ーヽ―・ 一~一・-・ 一~一・ー、一・-・-・-曹-一・-・一ヽ一・ 一ヽ一~ 一~一・-・--・-・ 一·-—· 一~ ー、ー、一雪— --・-—~ ー、一

成

長

を

L
回

る

可

能

性

が

あ

る

"

”

発

展

途

上

国

が

人

口

の

増

加

に

つ

い

て

、

一
8
 
3
 

日

大

人

口

研

究

所

と

総

合

研

究

開

発

機

構

は

、

、
る
。

し ド
ス
、

キ
ュ
ー
バ
、

同
報
告
古
は
、

コ
ス
タ
リ
カ
な
ど
で
は
増
加
し
て
い
る
と
し
、

人

口

抑

タ

イ

な

ど

は

著

し

く

人

口

抑

制

を

し

て

い

る

が

、

ゞ
ヽ
レ
ゞ

ー

）

I

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

韓
国
、

台
湾
、

ヽ

ろ
う

と

f
闘
し
て
い
る
。

下
し
て
い
な
い
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
国
で
は
今
後
も
、

先

進

諸

国

に

み

ら

れ

が
ヽ 死
亡
率
に
つ
い
て
は
、

経

済

成

長

や

衛

生

水

準

の

改

善

で

減

少

し

て

い

る

指
摘
、

人

口

増

加

が

経

済

を

廿

迫

し

て

い

る

こ

と

を

述

べ

て

い

る

。

る
の
は
、

警
告
し
た
。

「
新
経
済
時
代
の
人
口
政
策
」

だ

っ

た

の

が

八

二

年

に

は

四

卜

h
低

八

0
0
0
万
人
に
ふ
え
、

ほ

と

ん

ど

人

口

増

加

に

注

意

を

払

わ

な

い

国

に

起

き

て

い

る

、

第

三

柑

界

の

多

く

の

国

で

は

経

済

状

態

が

應

い

た

め

人

口

増

加

率

が

低

る

よ

う

に

戦

か

に

な

っ

て

子

供

の

数

が

減

る

よ

う

な

現

象

は

み

ら

れ

な

い

た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ア
ジ
ア
地
域
の
香
港
、

制

h
怯

が

人

道

的

に

行

な

わ

れ

る

か

ど

う

か

が

問

題

に

な

ろ

う

と

指

摘

し

て

A
S
E
A
N
に
も
都
市
化
現
象

先
進
国
の
対
応
策
が
カ
ギ

〈
人
口
移
動
・
開
発
の
国
際
会
議
が
指
摘
〉

「
A
S
E
A
N
諸

国

の

人 と

年
か
ら
八
ー
一
年
に
か
け
て

•
六
％
に
ダ
ウ
ン
。

国

民

所

得

が

低

卜

し

て

い

紀
近
く
の
間
に
約
倍
増
。

方、

経

済

成

長

率

は

約

四

％

が

続

い

た

が

じ

九

ニ
分
の

一
世

同
報
告
暑
は
、

世

昇

の

人

口

は

一
九
五

0
年
に
―
十
五
億
―

0
0

0
カ
人

す
る
報
告
青
を
発
表
、

ブ
ラ
ウ
ン
所
長
）
は
、

-
＿
月
ニ
ト
六
日

と
題

米

国

の

民

間

研

究

機

関

ワ

ー

ル

ド

ウ

ォ

ノ

チ

研

究

所

（

レ
ス
タ
ー

は

さ

ら

に

拡

大

す

る

だ

ろ

う

“

こ
れ
ま
で
以
土
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
、

富
め
る
国
、

貧

し

い

国

の

格

差
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こ

う

し

た

中

で

A
S
E
A
N
各
国
で
は
、

日

本

か

ら

の

技

術

導

入

に

強

い

圃
も
効
率
が
あ
が
ら
ず
、

の
が
現
状
だ
。

ふ

く

れ

あ

が

る

人

口

対

策

に

頭

を

悩

ま

せ

て

い

る

が
中
心
で
、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

や

マ

レ

ー

シ

ア

政

府

の

大

規

模

な

移

住

開

発

計

発
展
途
上
国
の
人
口
移
動
は
、

股

作

業

の

出

稼

ぎ

や

結

婚

に

よ

る

出

入

り

が
深
刻
化
し
、

い

ろ

い

ろ

な

影

響

が

出

て

き

そ

う

だ

。

人

人

口

を

受

け

人

れ

る

産

業

も

少

な

く

、

失
業
や
不
完
仝
就
業
、

住

宅

問

題

｀
~
＞ヵヽ

ヽ

マ
ニ
ラ

ジ
ャ
カ
ル
タ
、

ク

ア

ラ

ル

ン

ブ

ー

ル

な

ど

の

大

都

市

は

、

流

農

村

か

ら

都

市

へ

の

人

口

流

入

は

若

者

に

多

く

、

と

く

に

男

性

が

目

立

つ

ヽ

ド
ネ
シ
ア

タ
イ
で
も
一
―
1
0
％

台

に

な

る

も

の

と

み

ら

れ

る

。

ー
し
こ

i
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
五
0
%
、

和

l
,し

マ
レ
ー
シ
ア
も
四
丘
％
を
突
破
、

イ
ン

-
―
-
―
%
、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

•
三
％
、

タ
イ

'Ii"". 
で
、

―
,
o
 

＼
．
 

~
~
！
 

二

十

一

世

あ
る
も
の
の
都
市
人
口
は
フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
が
三
八

•
丘
％
に
、

‘、ヽ'

マ

レ

ー

シ

ア

カ

都
市
化
傾
向
も
目
立
ち
、

日

本

の

じ

0

％

に

比

べ

る

と

ま

だ

大

苔

な

差

が

一
こ
門
ハ
八
0
0
万
人
に
ふ
く
れ
あ
が
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

億
六
一
0
0
ガ
人
に
達
し
、

ニ

ト

年

後

の

ニ

ト

一

世

紀

に

は

約

一

憶

人

ふ

え

だ
っ
た
が
、

一
九
」
ハ
0
年
に
は

一
億
五
じ
0
0
カ
人
、

A
S
B
A
N
諸
国
は
、

一

九

三

七

年

に

五

カ

国

全

部

で

閻
題
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
、

各

国

の

人

口

抑

制

策

に

人

口

移

動

が

起

こ

す

社

会

、

国

連

ア

ジ

ア

太

平

洋

経

済

社

会

委

員

会

(
B
S
C
A
P

会
議
の
参
加
者
は
、

ヽ

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

A
S
B
A
N
諸

国

に

も

都

市

化

現

象

を

告

げ

る

人

口

移

動

が

起

き

て

お

り

、

B

A

N
の

発

展

を

人

き

く

左

右

す

る

こ

と

が

指

摘

さ

れ

た

。

ン
の

A
S
B
A
N
四

国

（

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

を

除

く

）

と

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

な
ど
―
―
十
余
人
。

討
議
し
た
。

先

進

国

の

A
S
B
A
N
の

開

発

計

画

に

対

す

る

取

組

み

方

が

、

11
移

動

と

開

発

に

関

す

る

国

際

会

議

を
昨
年
十
月
、

I 一~ — -・-・ —~ 一ヽ一ヽ一ヽ一~ ー・ー、一、一~一曹一・ 一雪一~ ―もい~｀~一ヽ一曹一・-—~ 一ヽ一•一ヽー、一ヽ一・-・-・ー・-・ —~ ー、一• 一ヽ—·-·ー、一・-・-・―・ 一ヽ一ヽー、一、一 -39 -—~ ー、一・一曹一・-・ ー、一、一~ ー、—·-·ー、一・ 一、一、—·ー、一ヽ一・-・ 一ヽ一~一・ー、一、一ヽ一ヽ一・一ヽ一・-・ ー、一~ ー、一、—·ー・-—`—~ 一~ —· 一、一ヽ一ヽ一~ 一~ —·-· ― 

一
几
八
0
年
に
は

一

億

三

0

0

ガ

人

経

済

）
の
専
門
家
、

学

者

マ
レ
ー
シ
ア
、

ヽ

タ
イ

フ
ィ
リ
。
ヒ

今

後

の

A

S



-
％
）
を
占
め
て
い
る
。

ヘ

.
J
L
%
）
と
な
っ
て
お
り
、

明

治

生

ま

れ

が

七

一

じ

万

人

（

六

％

）

、

四

0
ガ

人

11
の

減

少

が

続

く

も

の

と

み

ら

れ

て

い

る

。

な
っ
て
お
り
、

近

年

の

少

産

傾

向

を

反

映

し

て

今

後

十

年

ぐ

ら

い

は

年

少

人

◇

老

年

人

口

は

―
三
五
ガ
人
（
同
九
•
六
％
）
で
三
十
四
万
人
の
増

と

（

総

人

口

比

二

三

％

）

で

三

十

斤

万

人

の

減

少

(
I
I
i
 

年

令

別

人

口

を

み

る

と

◇

年

少

人

口

（

O

|
卜

四

オ

）

二

七

二

h

万

人

し
ぐ
ら
に
進
み
、

人
口
。
ヒ
ラ
ミ
ノ
ド
の
底
辺
が
段
々
せ
は
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、

出

牛

児

数

は

h
三

ガ

人

で

減

少

を

続

け

て

誦

令

化

社

会

へ

ま

っ

な
る
。

‘

d

)

、

し
て

i

I

わ

が

国

の

総

人

口

の

う

ち

卜

人

に

一

人

が

老

年

と

い

う

こ

と

に

人
口
は

0
.
三
ボ
イ
ン
ト
ー
が
っ
て
九
•
六
％
と
な
り
、

増

加

の

傾

向

か

続

閥
令
化
社
会
の
進
み
具
合
も
、

総

人

口

に

占

め

る

六

十

五

オ

以

上

の

名

作

は
八
十
一
万
人
、

増
加
率
は

0
•

六
几
％
と
戦
後
最
低
を
記
録
し
て
い
る
。

在

の

わ

が

国

推

計

人

口

に

よ

る

と

E
十

六

年

十

月

か

ら

の

一
年
間
の
増
加
数

日

本

の

総

人

口

は

京
芯
-
f
 
八

六

几

万

人

総

埋

府

の

昨

年

十

月

増
加
率
、

戦
後
の
最
低

高
令
化
現
象
進
行
中

総
理
府
・
昨
年
10
月
の
人
口
推
計

◇

牛

産

年

令

人

口

ー

六

十

四

オ

）

八

九

OOi-c::
人
（
同
六
七
•
五
％
）
で
八
ト
ニ
ガ
人
の
増

戦

後

生

ま

れ

の

人

口

は

六

六

八

四

ガ

人

で

総

人

口

の

h
」ハ・

大

正

生

ま

れ

が

昭
和
生
ま
れ
が
九
七
四
ー
一
カ
人
（
八
ニ
・

を

左

右

す

る

大

き

な

カ

ギ

に

な

り

そ

う

だ

。

関
心
を
示
し
て
お
り
、

工

業

化

に

伴

な

う

開

発

計

圃

が

A
S
B
A
N
の
前
進

％ 

に

逹

し
ヽ
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富 危 ヘ十• 九七
四 士三． ． 

四 四 —I + ． . 
! 十

五

一
---. ネ ァ

_ヽ⇒§. 食 衆国 ゜ ゜ツ
ジ

゜ ゜
言 糧 食 ． 際 他 国 ア ア

プ人要各八書 と 世参人 官花 阿佐岸会 ‘人

を 口請国月 署 人 界超口 庁村 部藤 議フ ロ
と す政及名 ロ で党問 ‘仁 昭 信員 ィ 事

る 食る府び .. i'1: 初派題 マ八 吾隆介 リ 情

こ 糧五胚十佐 関 の議議 ス郎 ヽ ピ視ヘ
と 問項現一藤 す 試員員 コ

ヽ
山団 ソ察

を題 目 実月 る みー懇 ミ w 崎長 ツ団

要解か的の隆 旦,- で一談 関 ド ゴ屯 ジ 派

請決 ら 且世 言 あ九会 係 レ/ 男
ヽ

雌

し の成つ界
L_ 

る 名 L_ 等 I ‘田 ハ

た為 る果人 ° で設 ノ< 加中 イ

宣
ヽ ° 敢口 国 発立 I 藤龍 ン‘

言国 な 連 足
ヽ

ッ夫 ド

文連 諸食 ＾、式 ゜ J ヅ
ヽ ヽ

ヘ

゜i'C 政糧 於典 ム六 夕 ェ八 夕

リ 策会 ．． 長 ィ ‘田 イ

I を議 国 ．． プ―ゞ 貞
ヽ

ダ 採 l'C 連 岸 ィ 義 イ

I る先 本
ヽ

ンン
ツ よ 立 部 信 グ ド

ツ う も
ヽ

介 ネス
ヽ ヽ

財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
日

．
 
開
発
協
会
発
足
に
至
る
経
緯
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ヘ九• 七九 危 ハ八九七

三七 四 • 四
1・ ． t・ 
十ヽ八九 十 1八

士

ジ 中 I 第

゜
顧 国ル南 参 p 堂斉

を先 U 大問吉安岸会 ‘米 加 u 森藤 回

結進 N 来団寺孫 議ア家 国列 芳邦

成国 F 佐＾ 子倍員メ 族 .. 国 夫古 国

さ 0'. p 武十宏藤介ヘ リ 計 提→ 佐六議
ヽ

際ヘ
せ も A 郎六 ‘吉へ八カ 画 唱食藤十会 柏元 人

る 、一 ‘名他 ‘団名 ‘視 糧゚ 五同 原厚 口
ベ途名花ツ 和長ッカ 察 と 隆力 盟 ヤ 生 会

＜ 上 ‘村 田ツ ナ団 人代国会 ス大 議

‘国事仁 耕
ヽ

ダ r 口議 議 ‘臣

各 忙務八 作佐 ヽ メ 問士 中ツ

国 も 局郎 ‘藤 キ 題 沢
ヽ

立 ‘五 阿 ジ
L_  伊八

法人名他 部隆 コ ラ 登田

府口 昭
ヽ ヽ

イ 子貞へ ヘ
議問 吾住 コ ス 於 義総於

員題
ヽ

ロ . ．． 他 ‘勢 " 

忙議 福栄 ン／ ノ‘ 東 佐 プ

呼員 岡作 ビ ソ 藤四 力

ぴ グ 義
ヽ

ア ク 五 レ‘
かル 双旦

ヽ
構 隆 0 ス

け I 
ヽ プ 想 凩 'O  卜

た プ ラ を
ヽ 人ジ

゜
-42-



~ 十九

> 丁危 ;> ~:g 
十ー」 八

． /、. t・ 五~．

I 十 I士

± Iニ 十一

t ヽ

I I 人 人

日 p 日 p 
゜゜ 参 口

゜ ゜
日 参 口

゜
本

゜ ゜
本

゜
予運 加 と 国議一本加 と

-, 側 p 開 側 p 算営 国 開 際員九側国 開
宣参 国 催参 国 委 ．． 発 議へ七 " ．． 発

言加 際 国加 際 員四 メ 米 列 員の七佐 日 先
し者 会 ヽ

者 会 メ 十キ
ヽ
国 会呼年藤

ヽ
進

の .. 議
゜
．． 議 ソ名 ツ英 I 国 議び九 米 国

草佐 準 主佐 準 /-. ゞ ヽ コ ‘会 の か月 隆
ヽ
会

案藤 備 催藤 備 I ヽ ‘加 第 議 開け の ‘英 議

作 委 機 委 国 日 プ ヽ 貝仁コ 催 中゚和 ヽ

西 回 ヘ
ヘ

成隆 員 関隆 員 ‘本 ラ v,: 南田加 ロ
ヽ 会 ヽ 会 ° ー、ジ独 I つ 米耕

ヽ
ソ

゜
他 ヘ ゜

他 ヘ 参十ル‘塁 P し、 視作西 ド

会 第 議 第
加名‘ィ 会 ゜ て 察 ‘独 ン‘

議 討 に 土へ
ヽ

題 ~- 国ッコン' 議 p 
規 へ回 etc 於回 ‘ ロトャ ッ 議 引井五 ホ

定 於ジ ヽ ．． ヽ ° ン‘ 、準 東 ゜ 続たカ
ン~

ヽ ．． K: チ 議 ビス夏京 き か国
ヽ

゜
メ つ ユ 事 了リ 議 会 各子 .. ベ

日 キ '' 
二 日＾~ ラ議 国 十 Jレ

程 ツ て ジ 程 九 ン' I 立 六 リ

etc コ 了
ヽ ヵ 力 法 名 ン'

ヽ ヽ
国 ヽ

府
ヽ ヽ
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ヘ九九 穴九
• 八 二• 七九+o 
1・ ;t・ 
土）L ~I 八
ヽ

ヽ

~一

資 I 
日 参 源 fl 参 p 

ハ 本 加
ヽ

斉 本 加

゜開 日 側 国 人 ロ え 人 側 国 p 
催本

ヽ

る 国
．． ．． ロ ン ロ ．． " 

を は佐 ピ ツ ヽ
が ヨ こ

,, 
ボ vc 問柏岸総他六際

提オ藤 ン ン' 開 ー開 I の コ で到題原 勢 ‘十会
案 ブ

ヽ
ガ 発 九 九か ロ 宣 ロ 開 つ議 ヤ 信 国 四議

° ザ隆 イ ポ ('( 八 八れ ッ 舌ロ全 ソ催た 員 ス 介五連 力
ムロ I ヽ ン‘ I 関 ーた ,, IZ ボ ° の グ ‘五各 国
意バ住 ド ）レ す 年 年 ゜

ヽ
よ 宣 でル 佐 0 機

を I ネ ヽ る 十 十 ア り 言
ヽ I 藤名関

取 と 栄 ツ
ア

二十 七 ジ
ヽ u プ ヽマ ヘセ ,, 

付 し 作 ァ レ於 ア 月 月 月 月 アー採 N ‘ 隆 I 
け て ‘ I ．． ン の 九択 F 結

ヽ p ヘ
た参井五 シ‘ ク 国 ヘ ヤ プ 忙仏中於ケ 各八 p 成 石 p 

ヘ
° 加上カ 7 7 会 予 ネ ラ 於 ‘国 て 二 大一 A 国 本 F 於
を晋国 ヽ

ラ 議 定イ ジ て ス の ヤ 陸年 l'C ニ 等 ．． 
し 方ツ ク Iレ 員 ヽ ロ Iレ 卜 北 の で

ヽ
働十 茂 ス

ヽ
イ ソ代 i,,:: の ラ Ji¥ ナ 0) 了 ぎ 7L ヽ

リ
北 ヽ プ表 於 リ ス i[ イ 人 フ か 力 中 ラ

京 フ I 者 て オ プ於 ロ 口 リ け 国 村 ン／
会 イ ル会 プー’ I て ビ ム云 力

ヽ
を 啓 力

議 リ ツ議 ジ ノl, K 議
ヽ

コ 超 ヽ

ヽ ヽ
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全ハ・ 九八 九 克 >八

］し： . ． ． 
I~ 十
ーノ‘

士
. 
.. ハ~令

士
------—ふ.. ヽヽ ー、--, - - ..'―.. .. 

第人 佐 第人 日 人
日 参ニロ ア 藤 参ーロ 佐 ． 口
本 加回 と

゜ド ゜ 加回 と ゜藤中
と

側 国運開 を地ーバ隆 政 国運開 開 打開
．． ．． 営発 任域九ィ 代 治 .. 営発 催隆合発
士佐他 日 委 i'C 務 I 七サ議 ヽ マ

日 委忙 地 ‘会 に
井藤 本員関 と p 九 I 士 イ レ本員関 北井 関

た u ‘会す す

゜
年契

I 
プ―ゞ I 、会す 京上 す

か隆 N 中 る る p 八約 オ ツ中 る へ皿ロ る

子
ヽ F 国 7 ° 会月 締国 ロ ア国 7 の 方 ア
住 p ‘ ジ 議の結連 ギ ヽ ジ 正 ジP

他 A イ ア の ” 開 I イ 了 式 ア
五栄 ン‘ 国 開 コ 発 の ン‘ 国 な 国
名作 ド 会 催 ロ 計 問 ド 会 可 会

ヽ ヽ
議 と ソ 画 題 ヽ 話 能 議

ス 員 そ ボ ， の ス 員 性 員
リ へ会 の宣 u 除 リ へ会 打 ヘ会
ラ 於議 フ 言 N 外 ラ 於議 診 於議
ン’ ．． ォ “ D に ン/

．． .. 
ヵ 北 ロ 忙 p っ ヵ 東 北

I 基 、- し、 ヽ

7 づ と て

示 ツ ＜ 一凩 京
ヽ プ

ヽ ヽ ヽ
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九
八
一
・
十

(
+
・
二
十
七

I
三
十
）

2 0. 1 9. I 8. 1 7. I 6. 1 5. I 4. I 3. I 2. I I、 10.

阿

部

昭

事

務

局

秘
書
数
名

茂
（
参
•
自
）

方
（
衆
・
社
）

市
（
参
・
社
）

（
衆
・
公
）

（
参
•
公
）

作
（
衆
・
民
社
）

（
参
・
民
社
）

（
衆
•
新
自
）

吾
（
衆
・
社
民
連
）

山

口

敏

夫

同
時
通
訳
者

柄

谷

道

和

田

耕

矢

追

秀

彦

（

” 
ヽ

柏

原

ヤ

ス

有

島

重

武

片

山

甚

川

本

敏

美

（

" 
ヽ

福

岡

義

登

ヘ

” 
‘ーノ

土

井

た

か

子

ヘ

” 
ヽ

Q
i
 

井

上

晋

＆
 

田

代

由

紀

男

ヘ

" 
ヽ

7ぃ

石

本

6
 

粟

山

明

ヘ

,, 

ヽ

5. 

桜

井

新
（

" 
ヽ

4~ 

関

谷

勝

嗣

ヘ

” 
ヽ

3
 

住

栄

作

（

,, 

~ ノ

2. 

佐

藤

隆

ヘ

,, 

ヽ

L 

団

長

福

田

赳

夫

m
日
本
側
出
席
者

会
場
＂
人
民
大
会
堂

開
催
地
＂
中
国
北
点
市

期

日

一
九
八
一
年
十
月
二
十
七
日

1
三
十
日

（
衆
•
自
）

「
人
口
と
開
発
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」

――名 一名
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閃
. 
十. 

干

第人

三ロ (3) 12) 

回 と ④ ③ ② ① 
運開 主 起司副議

営発 最 第 第 第な 草
議

委忙 ゜終 O 三 O 二 0 O• 一る 委

員関 北 住日→ 黒日福福 日 日 員会長長

会す 京日代目 日 田目 田田 目程 .. ．． ．． .. 
る 宣へ議へ本俊へ元元へ 住陳佐 I蓼

ア 言十士十の夫十首首十 慕藤承

ジ 採月 忙月 人博月相相月 栄華 志

ヘ 7 択三ょ二口士ニ ‘の二 作 隆

北国 十る十変の十国特十 ~ ヘ

京会 日 力 九動 八連別七 他中他中

会議
ヽ ソ 日 の 日平講 日 五国五国

議員 卜 ジ傾 ツ和演- 名副名全

最会 リ 向 賞 総 人

終議
I 

と 惑又 埋 代． 
展 賞

ヽ
日 レ

副

同 ポ 望 委

地 I 
L_  員

{IC 卜 講 長

て 発 演
ヽ

ヽ 表
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•• 八九 九八
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1・・
-J, =~ 
CJ_ -

十

-7 財
特日参人 汝団

記本 加口 監 理副埋さた北法

事側 国 と ””  埋事れ→ 取人
項・・ ・・開 事たア会ア
•• 佐他六発 事 事長長° ジ議ジ

R ① 藤機 ケ i'[ ............ ア時ア

とそ A を開口⇔ 某一 関 国 関 斎前花住佐田 胃の人
なの F 正発悶 g づ九隆．． ．． す 田田村 藤中 フ 第口

つま P 式忙巴＂き八 'u ソ中暫る 慶福仁栄 龍 オニ・

たま P 妬関 g ぼー一井 N 力国定ア 四三八作隆夫 1 回開
0 A D 発す忌 g ば年上 F''委ジ 郎郎郎 ラ運発

F 発足る已 "Cl ;;; ・十晋 P イ日員ア ヘへへヘへヘ ム営協
P 足° ァ＾゜口月方 A ソ本会議 事側）日経 衆 L_ 委会
p i'C ノと菩寄二 ‘卜‘へ員 務家本団 議 の員

D 併 ア勺；；旦十他 I'マ於フ 局族電連””院 活会創
第い 議てご．目日人 P オレ・・オ 長計波副 議 動 IZ 立
ロ゜° 員~' 貝て口→ 付口 P I I 二 l ツ画塔会 母於

回こ フロ苔詈’’間 F スツュラ 国（掬長自自自 体て
運の オ~"'こ北題‘ト―7 I ム 際社ッ民民民 と‘

営委 ~" ;;;・ 永専 A ラ‘テ＇一 協長 総党党副総党 し発

委員 ：人 昂宣門 Y リスリ カ-務幹務 て議
員会 口 弓言家 C アリ l 財 局事会 創さ
会はこと 忙 P ラツ 団 長長長立れ

~ ~ ッ
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〗閃 ~ 八• 八九
． 

l・ 
I士
む一

v 八

., 第一l
人 ゜議

参一人

宣 議参 ロ 食準 加回 口
加 と 準備長 国準 と

言 題固 開 備委 ．． " 備開
.. ．． .. 発 運員佐 F 卜 日 運発

諸員各子西西 忙 営会 藤 p ラ 本営忙

問会国供半半 関 委及 A リ ‘委関
題し忙 の球球 す 員び 隆 等 了 中員す

のを→ 保諸諸 る 会大 ‘国会る

改形人護国国 ブ 役会 フ
ヽ 7 

善成口 ． の一 ラ 員参 イ イ シ
l'C し と 移開十 ジ~ IZ 加 リ ン ア

向 ‘開民発 ケ Iレ フ 国 ピ ド 議

け議発の . 国 会 イ 等 ン
ヽ
員

‘題忙各人 議 リ I℃ ヽ ス フ

積 と 関問 ロ L ピつ 他 リ オ
ハ

極 し す題 ． 於 ンし、 u ラ ~ I 

的て る 11'. 婦 .. がて N .: ノ於 ラ
忙 と 国つ人 プ 加 D 力 " ム

努 り 内いの ラ わ p ヽ マ し-

力あ議て 地 ジ つ ‘オ 二

すげ員 ° 位 ノし た u I ラ
る た委

ヽ

゜ N ス ヽ

゜
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一
九
八
三
・
―
―

（
三
・
七

I
九）

第
一
回
執
行
委
員
会

:,83
年

5
月
東
京
で
開
催
予
定

本
会
議

~
8
3年秋
開
催
予
定

オ
プ
ザ
ー
バ
ー
~
イ
ギ
リ
ス

チ
ュ

ニ
ジ
ア
・
ヌ
イ
ラ
元
首
相

・
ヒ
ー
ス
元
首
相

コ
ロ
ソ
ビ
ア
・
パ
ス
ト
ラ
ー
ナ
・
ボ
レ
ロ
元
大
統
領

セ

ネ

ガ

ル

・

サ

ン

ゴ

ー

ル

前

大

統

領

ル
ー
マ
ニ
ア
・
マ
ネ
ス
ク
元
首
相

ウ
イ
ー
ン
・
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
前
国
連
事
務
総
長

日

本
•
福
田
赳
夫
元
首
相

発
起
人
メ
ン
バ
ー

共
催
＂
国
連
開
発
計
画

(
U
N
D
P
)
 

主
催
り
人
口
と
開
発
忙
関
す
る
グ
ロ
ー
ハ
ル
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ

（
於
＂
ウ
イ
ー
ン
、

元
大
統
領
・
首
相
会
議
設
立
委
員
会

ホ
ー
フ
ブ
ル
グ
王
宮
）
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第

五

条

5

人
口
及
ぴ
開
発
問
題
の
専
門
家
の
派
遣
及
び
受
入
れ

4
 事
業
（
農
業
開
発
事
業
を
含
む
。
）

会
議
及
ぴ
研
究
会
の
開
催

へ
の
協
力

？
 

目
的
及
び
事
業

す
る
調
杏
研
究
等
を
通
じ
て
、
社
会
開
発
と
経
済
発
展
忙
寄
与
し
、

推
進
忙
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

日
本
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
忙
お
け
る
人
口
及
び
開
発
問
題

問
題
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

人
口
及
び
開
発
問
題
忙
関
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
関
係
機
関
と
の
情
報
の

交
換
及
び
協
力

公
的
機
関
、

2
 

日
本
及
び
ア
ジ
ア
諸
国
忙
お
け
る
人
口
問
題
と
開
発
に
関

（
食
料
・
農
業

忙
関
す
る
調
査
研
究
及
び
研
究
の
助
成

公
的
団
体
等
忙
よ
る
ア
ジ
ア
諸
国
忙
係
る
人
口
及
び
開
発

I. 

こ
の
法
人
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

（

事

業

）

ア
ジ
ア
忙
お
け
る
福
祉
の
向
上
と
平
和
の
確
立
及
び
我
が
国
の
国
際
協
力
の

第

四

条

こ
の
法
人
は
、

（目

的
）

第

章
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

条

こ
の
法
人
は
、

必
要
と
認
め
る
と
き
は
理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
支
部
を

（

支

部

）

二

号

永

田

町

T
B
R
ビ
ル
七
―

0
号
室
忙
置
く
。

第

条

（
事
務
所
）

第

条

（

名

称

）

第

章

こ
の
法
人
は
、

こ
の
法
人
は
財
団
法
人

総

則

主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二
丁
目
十
番

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会
と
い
う
。

財
団
法
人
「
ア
ジ
ア
人
日
・
開
発
協
会
」

寄

附

行

為

も
っ
て
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第

十

条

こ
の
法
人
の
事
業
遂
行
忙
要
す
る
経
費
は
、

（
経
費
の
支
弁
）

第

九

条

又
は
担
保
忙
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

運
用
財
産
を
も
っ
て
支
弁
す

上
の
同
意
を
得
、

主
務
大
臣
の
承
認
を
得
て
、

な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

理
事
会
に
お
い
て
埋
事
現
在
数
の

―
―
分
の
二
以

そ
の
一
部
忙
限
り
処
分
し
、

繰
り
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

こ
の
法
人
の
事
業
遂
行
上
や
む
を
得

こ
の
法
人
の
塞
本
財
産
は
、
処
分
し
、
担
保
忙
供
し
、

又
は
運
用
財
産
忙

（
塞
本
財
産
の
処
分
の
制
限
）

決
を
経
た
確
実
な
方
法
忙
よ
り
、

行
う
も
の
と
す
る
。

第

八

条

こ
の
法
人
の
資
産
は
、

理
事
長
が
管
理
し
、

そ
の
力
法
は
、

理
事
会
の
議

（
資
産
の
管
理
）

③

運

用

財

産

は

、

基

本

財

産

以

外

の

財

産

と

す

る

。

財
産

3

法
人
設
立
後
忙
埋
事
会
で
基
本
財
産
忙
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
議
決
し
た

9
i
 
ー

②
基
本
財
産
は
次
忙
掲
げ
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第

七

条

こ
の
法
人
の
資
産
を
分
け
て
、
甚
本
財
産
及
び
運
用
財
産
の
―
一
種
と
す
る
3

（
資
産
の
種
別
）
55 

（
資
産
の
構
成
）

人
口
及
び
開
発
問
題
に
関
す
る
資
料
の
収
集
及
び
提
供

資
産
及
び
会
計

財
産
目
録
忙
記
載
さ
れ
た
財
産

事
業
忙
伴
う
収
入

そ
の
他
の
収
入

法
人
設
立
忙
際
し
、

財
産
目
録
中
甚
本
財
産
と
さ
れ
た
財
産

法
人
設
立
後
忙
塞
本
財
産
と
す
る
こ
と
を
指
定
し
て
寄
附
さ
れ
た
財
産

4
 
＆

寄

附

金

品

2

財
産
か
ら
生
ず
る
果
実

第

六

条

第

章
ー 7. 

前
各
号
の
殴
か
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
忙
必
要
な
事
業

6~ 

こ
の
法
人
の
資
産
は
、
次
の
各
号
忙
掲
げ
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
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②

坪

事

長

は

、

第

十

七

条

こ
の
法
人
忙
理
事
長
を
置
き
、

理
事
の
中
か
ら
互
選
す
る
。

〈
理
事
長
）
R

監

事

は

、

②

理

事

は

、

第

十

六

条

理

事

及

び

監

事

は

、

理
事
会
忙
お
い
て
選
任
す
る
。

R
埋
事
及
び
監
事
は
、
相
互
忙
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

2

監
事

L

理

事

第

十

五

条

〈役

員
）

第

四

章

役

員

等

第

十

四

条

（
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
）

（
事
業
報
告
書
及
び
収
支
計
算
書
等
）

第
十
．
―
―

該
会
計
年
度
終
了
後
三
月
以
内
忙
主
務
大
臣
忙
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
剰
余
金
の
処
分
）

も
の
と
す
る
。

（
会
計
年
度
）

こ
の
法
人
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一

日
忙
終
る
。

こ
の
法
人
忙
次
の
役
員
を
置
く
。

（
埋
事
及
び
監
事
）

十
五
名
以
上
二
十
名
以
内

二
名
以
内

理
事
会
を
構
成
し
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、

理
事
会
の
議
決
を
経
て
そ
の

日
忙
始
ま
り
翌
年
三
月
一
二
十
一

こ
の
法
人
の
業
務
を
議
決
し
、

民
法
第
五
十
九
条
の
職
務
を
行
う
。

こ
の
法
人
を
代
表
し
、

執
行
す
る
。

こ
の
法
人
の
業
務
を
総
埋
す
る
3

全
部
又
は
一
部
を
基
本
財
産
に
繰
り
入
れ
る
か
、

又
は
翌
年
度
忙
繰
り
越
す

条
会
計
年
度
末
忙
剰
余
金
が
生
じ
た
と
き
は
、

理
事
長
が
作
成
し
、

監
事
の
監
査
を
経
た
後
、

当

第

十

二

条

毎

年

度

の

事

業

報

告

僭

‘

収
支
計
算
書
、
財
産
目
録
及
ぴ
貸
借
対
照
表
は
、

又
は
収
支
予
算
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
も
同
様
と
す
る
。

会
計
年
度
開
始
前
忙
主
務
大
臣
忙
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
業
計
画

第

十

一

条

こ
の
法
人
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
、

る゚

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、
毎
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（
顧

第

つ 9i 
1. 

許
可
、

寄
附
行
為

ら
な
い
。
理
事
長
は
、

て
、
理
事
長
が
こ
れ
を
定
め
る
。

こ
の
寄
附
行
為
で
別
忙
定
め
る
も

②
事
務
局
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、

理
事
会
の
議
決
を
経

置
く
。

第
二
十
一
条

第
二
十
二
条

（
事
務
局
）

又
は
意
見
を
述
べ
る
。

②

顧

問

は

、

埋
事
会
の
推
薦
忙
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
し
、

こ
の
法
人
忙
顧
問
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

問）
の
議
決
忙
よ
り
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
、

又
は
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
の
あ
っ
た
と
ぎ
は
、

理
事
会

二

十

条

（

解

任

） R 

（
副
埋
事
長
）

こ
の
法
人
忙
副
理
事
長
一
名
を
置
き
、

そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

現
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

役
員
は
、
辞
任
又
は
任
期
滴
了
後
忙
お
い
て
も
、
後
任
者
が
就
任
す
る
ま

で
は
、

第
二
十
二
条
の

2

そ
の
職
務
を
行
う
。

役
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
忙
耐
え
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と

の
基
本
方
針
忙
関
し
、

理
事
長
の
諮
問
忙
応
じ
、

こ
の
法
人
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
事
務
局
を
設
け
、

（
帳
簿
及
び
書
類
の
備
付
け
）

埋
事
、

主
た
る
事
務
所
忙
‘

の
の
ほ
か
、
次
忙
掲
げ
る
書
類
及
び
帳
簿
を
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

監
事
等
及
び
職
員
の
名
簿
及
ぴ
略
歴
書

認
可
等
及
び
登
記
忙
関
す
る
書
類

こ
の
法
人
の
運
営

必
要
な
熾
員
を

②
補
欠
又
は
増
員
忙
よ
り
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
、

前
任
者
又
は
他
の

第

十

九

条

役

員

の

任

期

は

、

―
―
年
と
す
る
。

た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（任

期
） R
 
長
が
欠
け
た
と
き
は
、

副
理
事
長
は
、

理
事
長
を
補
佐
し
、

理
事
長
忙
事
故
あ
る
と
き
又
は
埋
事

第

十

八

条

埋
事
の
な
か
か
ら
互
選
す
る
。
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第
二
十
八
条

（
書
面
表
決
等
）

第
二
十
八
条
の

2

（議

や
む
を
え
な
い
理
由
忙
よ
り
埋
事
会
忙
出
席
で
き
な
い
理
事
は
、

は
議
長
が
決
す
る
と
こ
ろ
忙
よ
る
。

理
事
の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
決
す
る
。

た
だ
し
、

こ
の
寄
附
行
為
で
別
忙
定
め
る
も
の
の
殴
か
、

あ

理
事
会
の
議
決
は
、

出
席

決
）
が
で
ぎ
な
い
。

第
二
十
七
条

理
事
又
は
監
事
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事
項
を
示
し
て
請
求
が
あ
っ
た
と

日
時
、

理
事
会
は
、

理
事
忙
対
し
会
議
の
目
的
た
る
事
項
、

場
所
を
示
し
て
文
書
を
も
っ
て
七
日
前
ま
で
忙
通
知
し
な
け

理
事
現
在
数
の
過
半
数
の
出
席
が
な
け
れ
ば
開
会
す
る
こ
と

可
否
同
数
の
場
合
忙

（
定
足
数
）

第

二

十

六

条

理

事

会

の

議

長

は

埋

事

長

と

す

る

。

（
議

長
）
す
る
と
ぎ
は
、

こ
の
日
数
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、

理
事
全
員
の
承
諾
が
あ
る
と
き
又
は
緊
急
を
要

内
容
、

＠

理

事

会

を

招

集

す

る

忙

は

、

き
は
、

理
事
長
は
速
や
か
忙
埋
事
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

R 

第

二

十

五

条

理

事

会

は

理

事

長

が

招

集

す

る

。

（
招

集
）
2

そ
の
他
、

1. 

予
算
を
伴
わ
な
い
権
利
の
放
棄
ま
た
は
義
務
の
負
担

決
す
る
。

第
二
十
四
条

（権

能
ヽ

第
二
十
三
条

（

構

成

）

第

五

章
5. 4. 

理
事
会
は
、

理
事
会
は
、

理

事

こ
の
法
人
の
運
営
忙
関
す
る
重
要
な
こ
と

そ
の

こ
の
寄
附
行
為
に
規
定
す
る
も
の
の
殴
か
、
次
の
事
項
を
議

理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

会

収
入
及
ぴ
支
出
に
関
す
る
帳
薄
及
ぴ
証
拠
書
類

そ
の
他
必
要
な
書
類
及
ぴ
帳
簿
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第
三
十
二
条

（
解

散
）

こ
の
法
人
の
解
散
は
、

の
同
意
を
得
、

理
事
会
忙
お
い
て
理
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上

主
務
大
臣
の
認
可
が
あ
っ
た
と
き
解
散
す
る
。

同
意
を
得
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
変
更
で
き
な
い
。

第一
t

．
十
一
条

盆
寄
附
行
為
の
変
更
）

こ
の
寄
附
行
為
は
、

理
事
会
忙
お
い
て
理
事
現
在
数
の
三
分
の
二
以
上
の

第

六

章

寄
附
行
為
の
変
更
及
ぴ
解
散

③
議
事
録
は
、
事
務
所
妬
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5~ 

議
事
録
署
名
人
の
選
出
忙
関
す
る
事
項

4. 

議
事
の
経
過
の
概
要
及
び
そ
の
結
果

＆

議

案

む
。
）

の
氏
名

2
 
理
事
の
現
在
数
及
び
出
席
理
事
（
書
面
表
決
者
及
び
表
決
委
任
者
を
含

1. 

第
二
十
九
条

三

十

条

日
時
及
び
場
所

署
名
人
二
人
以
上
が
署
名
押
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

及
び
出
席
理
事
の
う
ち
か
ら
、

そ
の
理
事
会
忙
お
い
て
選
任
さ
れ
た
議
事
録

②

議

事

録

は

、

議

長

が

作

成

し

、

少
な
く
と
も
次
の
事
項
を
記
載
し
、

議
長

第

理
事
会
の
議
事
花
つ
い
て
は
、

議
事
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
議
事
録
）

監
事
は
、

理
事
会
忙
出
席
し
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
監
事
の
出
席
） れ
ば
な
ら
な
い
。

R

第

一

項

の

代

理

人

は

、

代

理

権

を

証

す

る

書

面

を

本

協

会

忙

提

出

し

な

け

な
い
と
き
は
、

無
効
と
す
る
。

②
 
前
項
の
仕
戸
面
は
、

理
事
会
の
開
催
の
日
の
前
日
ま
で
忙
本
協
会
忙
到
達
し

場

合

Iz
お
い
て
、

前
二
条
の
適
用
忙
つ
い
て
は
、

出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

の
出
席
埋
事
を
代
埋
人
と
し
て
表
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
含
る
。

ら
か
じ
め
通
知
さ
れ
た
事
項
忙
つ
い
て
、

書
面
を
も
っ
て
表
決
し
、

こ
の

又
は
他
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行
す
る
。

た
だ
し
、

第
十
五
条
の
規
定
の
変
更
尻
つ
い
て
は
、

昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施

三
十
一

日）

か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
寄
附
行
為
の
変
更
は
、

主
務
大
臣
の
認
可
の
あ
っ
た
日

（
昭
和
五
十
八
年
―
―
月

附

則

4
 

こ
の
法
人
の
設
立
当
初
の
会
計
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
は
、

昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
す
る
。

こ
の
法
人
の
設
立
の
日
の
属
す
る
会
計
年
度
は
、

第
十
四
条
の
規
定
忙
か
か
わ
ら
ず
、

設
立
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

規
定
忙
か
か
わ
ら
ず
、
別
紙
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
忙
よ
る
。

第
十
一
条
の

＆
 わ
ら
ず
、

わ
ら
ず
、

別
紙
役
員
名
簿
の
と
お
り
と
し
、

そ
の
任
期
は
、
第
十
九
条
の
規
定
忙
か
か

9
i
 

こ
の
法
人
の
設
立
当
初
の
役
員
は
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
忙
か
か

ー

こ
の
寄
附
行
為
は
、

附

厚
生
大
臣
の
設
立
許
可
の
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

則

な
事
項
は
、

理
事
長
が
定
め
る
。

第
三
十
四
条

こ
の
寄
附
行
為
忙
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

第

七

章

雑

則

す
る
。
こ
の
法
人
の
解
散
忙
伴
う
残
余
財
産
は
、

（
残
余
財
産
の
処
分
）

第
三
十
―
―
一
条

大
臣
の
許
可
を
得
て
、
類
似
の
目
的
を
も
つ
公
益
法
人
忙
寄
附
す
る
も
の
と

こ
の
法
人
の
運
営
忙
関
し
必
要

理
事
会
の
議
決
を
経
て
、

主
務
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役

員

名

簿

（
励
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
事
務
局
長
）

監 理 理 理

事

斎

田

座

四

郎

（
経
団
連
副
会
長
）

（
日
本
電
波
塔
諒
社
長
）

事

前

田

福
三
郎

事

花

村

仁

八

郎

（
衆
諮
院
議
員

（
衆
誤
院
議
員

（
衆
議
浣
議
員

副

理

事

長

理

事

長

自
民
党
副
幹
事
長
）

自
民
党
経
理
局
長
）

事

住

佐

藤

栄

作
隆

前
自
民
党
聡
務
会
長
）

田

中

龍

夫
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